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○平成１９年度当初予算の概要!
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○クロスカントリースキー競技パブリックビューイング
○世界の家庭料理教室
○応急手当講習会
○忠別ダム竣工祝賀会開催

!
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○町長・町議会議員が決まりました!
○大雪消防組合東消防署完成!!!

!!

○「東川町公式ホームページ」リニューアル!!
　「ひがしかワッ !!（東川版ＳＮＳ）」オープン!
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○スポーツ少年団指導者募集
○地域子ども教室の指導員・ボランティア募集
○大会結果のお知らせ
○文化ギャラリー展示のご案内

!!
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○教職員の異動!!
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○遊ぶこと
　東川町保健師　長尾千恵美!!
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○「まもなく庭の季節ですね。」
　英語指導助手(ＡＥＴ)アシュリー・ペトゥルッチ!!
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○第３６回「コミュニケーション能力とは」
　英語学習指導員　宮地晶子!!
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○年金情報
○公共施設窓口業務･開館時間変更のお知らせ
○北海道知事および北海道議会議員選挙の投票日は
　４月８日（日）
○公営住宅の入居者募集
○社協通信　ほか
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○『寝る子は育つ』って本当ですか？
　～生体リズムを考えよう～
○保健相談室・電話相談を毎日開設しています!!
○子どもの定期予防接種が変わります
○平成１９年度高齢者学級受講生を募集します
○「料理教室」のお知らせ
○保健カレンダー　ほか
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!"#$"%&'()"*+!

○魅惑の大雪山
　山楽舎BEAR　土栄　拓真
○短歌・俳句
○新刊・ビデオ案内
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○先憂後楽と新たな組織改革!!
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○「四国・四分六・四月馬鹿」
　（元）郷土史編集専門員　尾池　!男!!
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■平成１９年度の主な建設事業費
・合併処理浄化槽設置整備事業（国補助） ９９５万円 ・電源立地交付金事業（公園、教育施設整備） １,１４３万円
・地域用水機能増進事業補完ハード事業（道補助） ５,１７０万円 ・東町４丁目団地整備（地域住宅交付金） １億４,７７１万円
・住宅用防災警報器設置工事（一部、地域住宅交付金） １,０１３万円 ・中学校教育コンピューター整備 ２９３万円
・まちづくり交付金事業（道路・グリーンヴィレッジ整備他） １億２,５８９万円 ・低コスト推進施設建設事業（補助金） １,０００万円
・北１線道路改良・天人峡天津橋架替え事業（国交付金） ７,４４０万円

平成１９年度当初予算の概要
　平成１９年度予算が、平成１９年第１回町議会定例会で可決され、一般会計など５つの会計が執行されることとなりました。
平成１９年度当初予算の概要を次のとおり紹介します。

　東川町の平成１９年度予算は、一般会計が
３９億５,３００万円で前年度比較△３億６,７００万
円、８.５０％減、特別会計総額では６億５,６２０
万円で前年度比較△２億２,５２３万円、２５.５５%
減となり、一般会計と特別会計の合計では
４６億９２０万円（前年度比較△５億９,２２３万円、
１１.３９％減）となりました。

●一般会計　税金などを主な収入とする町
の基本的な事業予算

●特別会計　下水道等の使用料など、特定
の収入で行う事業予算

伸び率％前年度本年度会計区分

▲ ８.５０４,３２０,０００３,９５３,０００一般会計

▲ ２５.５５８８１,４２５６５６,２００特別会計（合計）

１０.３４７２５８００国民健康保険

▲ ４９.１８７２,８００３７,０００簡易水道事業

▲ ５０.９２４０１,４００１９７,０００公共下水道事業

３.６７４０６,５００４２１,４００国保町立診療所

▲ １１.３９５,２０１,４２５４,６０９,２００総合計

■一般会計における予算の特徴
　平成１９年度の一般会計予算は、町長選挙の年であるため、骨格予算での編成になっています。
　 一般会計予算の総額では、前年度に比べ３億６,７００万円、８.５０％減となりました。また、前年度予算で特殊要因であった
国営事業の一括償還を除いた前年対比では、６,４００万円、０.４８％減の３９億５,３００万円となっております。
　予算編成での歳入の確保は、国の地方財政計画を参考にしていますが、地方交付税については地方財政計画では４.４％減
になっていますが、行政改革の成果に対し、地方交付税の割増交付を受けられることを見込み、ほぼ前年と同額を計上して
います。
　また、町税では、発電所分の固定資産税の増収が見込まれるため、地方税（全国総額）１５.７％増を上回る２２.６％増で見込
んでいます。
　さらに、「東川町新行財政改革大綱」（自主・自立集中改革プラン）に沿った事業の見直しや効率化を進め、財源確保に
努めました。
　結果として、骨格予算とはいえ前年度予算の特殊要因を除いた額に近い予算額を確保しています。

■一般会計当初予算の構成比

■一般会計・特別会計当初予算額 単位：千円
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　収入の柱は給料の３１４万円とパートの５２万円、それと親からの仕送り８３万円です。支出は日々の生活費として３６１万円、
住宅ローンの返済などに７２万円、家の増改築費に６２万円かかっています。

■資料■　平成１８年度末基金（貯金）と町債（借金）残高見込
基　金

（H１７末）単位:百万円一般会計
２６９３０５財政調整基金
２０３２０４減債基金
３７４３７９公共施設整備基金
１１０１１０ふるさと創生事業基金
１０４１０４地域振興基金
３４３３４３地域福祉基金
１２０１２１写真の町文化基金
２００２００未来を拓くみんなの夢基金
１６１６総合体育館建設基金

１,７３９１,７８２小計
１６８１５４土地開発基金
７５７６備荒資金

１,９８２２,０１２一般会計合計
特別会計

８６３９公共下水、診療所

町 債
一般会計

（H１７末）単位:百万円　建物（公営住宅除く）、道路の整備などに借りたもの
２,６６２２,６４８平成１８年度末残高見込
▲ ８５９▲ ７４９　　うち国の交付税で補てんされる金額
１,８０３１,８９９　　差引残高（町が負担する額）

　財源不足を補うために借りたもの（臨時財政対策債など）
１,３２１１,４１５平成１８年度末残高見込

　　※全額が国の交付税で補てん
　公営住宅の建設のため借りたもの（入居者の負担を基本）

１,３６８１,４５１平成１８年度末残高見込
特別会計

５４４５６７簡易水道事業分
９４０９９９下水道事業分
５８３５６０診療所分

▲ ９５６▲ ９７６　　うち国の交付税で補てんされる金額
１,１１１１,１５０　　差引残高（町と受益者の負担額）

　平成１９年度の町の予算は３９億５,３００万円（一般会計）となりましたが、「合計額のケタが大きくて実感がわかない。」、「財
政用語が分かりにくい。」という声をよく耳にします。
　そこで、家庭の家計と町の財政では仕組みが違いますが、分かりやすく説明するために町の予算額を家計簿に置き換え
て資料を作成してみました。
　町の会計は、一般会計と特別会計に分けられていますが、ここでは平成１９年度一般会計の当初予算を説明したいと思い
ます。

東川町の財政を家計にたとえると…
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（参考）
昨年度数値

!"!

３１４万円給料（町税・地方交付税）
５２万円パート収入（使用料・手数料など）
８３万円親からの仕送り（国からの補助金など）
４４万円借金（町債）
３万円貯金の解約（繰入金）
４万円財産（土地や家）の貸付など（財産収入）
５００万円合　　計

!"!

１１１万円食費（人件費）
２４万円家族の医療費（乳幼児医療費などの扶助費）
１６４万円光熱水費、被服費、その他雑費（物件費・補助費など）
５万円車や家具の修理代（維持補修費）
５７万円子供たちへの仕送り（特別会計への繰出金、広域連合への負担）
７２万円借金の返済（公債費）
６２万円家の増改築（公営住宅建設、道路整備など）
５万円貸付金（貸付金）
５００万円合　　計
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クロスカントリースキー競技パブリックビューイング
　

２
月　

日
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、
世
界

２５

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
選
手
権
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
女
子
パ
シ
ュ
ー
ト
競
技
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
（
観
戦
会
）
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
観
戦
会
は
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

競
技
に
出
場
し
て
い
る
夏
見
円
選
手
、
石
田
正
子

選
手
、
福
田
修
子
選
手
、
横
山
寿
美
子
選
手
、
曽

根
田
千
鶴
選
手
が
旭
岳
温
泉
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
コ
ー
ス
で
、
毎
年
、
強
化
合
宿
を
行
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、「
出
場
選
手
を
応
援
し
よ
う　

」
!!

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
約　

人
の
方
が
集
ま
り
、
大
型
ス
ク

３０

リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
各
選
手
た
ち
の
滑
り
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
会
場
に
展
示
し
て
あ
り
ま
し
た
夏
見
選

手
、
福
田
選
手
、
石
田
選
手
が
使
用
し
た
サ
イ
ン

入
り
ス
キ
ー
板
は
、
町
民
ロ
ビ
ー
に
常
時
展
示
し

て
あ
り
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

世界の家庭料理教室
　

２
月　

日
中
国
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
家
庭
料
理

２４

教
室
を
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、

町
民　

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

１３

　

こ
の
料
理
教
室
は
、
料
理
を
通
し
て
国
際
交
流

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
国
際
文
化
交
流
協
会

（
会
長
両
瀬　

渉
）
が
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
研
修
医
と
し
て
旭
川
医
大
小
児
科
に

勤
務
さ
れ
て
い
る
ミ
レ
グ
リ
ー
・
マ
イ
マ
イ

テ
ィ
ー
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
の
家
庭
料
理
で
あ
る
ポ
ロ
（
鶏
肉
と
野
菜
の

炒
め
物
）
と
ウ
イ
グ
ル
ノ
ド
（
う
ど
ん
風
の
麺
類
）

を
作
り
ま
し
た
。

　

ポ
ロ
は
炒
め
る
前
に
材
料
の
油
通
し
を
十
分
に

行
な
っ
た
り
、
ウ
イ
グ
ル
ノ
ド
の
麺
は
サ
ラ
ダ
油

を
使
っ
て
手
で
伸
ば
し
て
い
く
な
ど
、
異
国
の
調

理
方
法
の
違
い
に
参
加
者
は
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

ど
の
料
理
も
日
本
で
は
な
じ
み
の
少
な
い
香
辛

料
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
試
食
会
で
は
ピ
リ
辛

の
食
べ
易
い
味
付
け
の
た
め
、
参
加
者
が
お
代
わ

り
を
し
て
食
べ
て
い
ま
し
た
。
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応急手当講習会
　

第
三
小
学
校
で
は
２
月　

日
に
行
な
っ
た
参
観

１８

日
に
あ
わ
せ
て
、「
応
急
手
当
と
実
技
」
に
つ
い
て

講
習
会
を
開
催
し
、
児
童
や
父
母
の
方
が
受
講
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
旭
川
医
科
大
学
病
理
学
第
一
講
座
の
玉

川
進
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
人
の
体
に
つ
い

て
模
型
を
使
い
な
が
ら
判
り
易
く
説
明
し
て
い
た

だ
き
、
ケ
ガ
に
よ
り
出
血
し
た
場
合
や
指
な
ど
を

切
断
し
た
場
合
の
止
血
方
法
な
ど
の
応
急
手
当
を

指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
講
習
会
は
、

旭
川
医
大
が
地
域
の
生
涯
学
習
活
動
を
支
援
す
る

「
派
遣
講
座
」
を
活
用
し
て
行
な
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
大
雪
消
防
組
合
東
川
支
署
と
東
神
楽
支

署
の
職
員
（
３
月　

日
か
ら
は
東
消
防
署
で
勤

２７

務
）
が
合
同
で
心
肺
蘇
生
の
実
技
指
導
を
行
な

い
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
ダ
ミ
ー
人
形
を

使
っ
て
人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
体
験

し
、
と
っ
さ
の
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
真
剣
な

表
情
で
学
ん
で
い
ま
し
た
。

町長・町議会議員が決まりました
町長、町議会議員が昭和５８年以来２４年
ぶりに無投票で当選
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選挙人名簿登録者数及び有権者数
（選挙時登録２月２２日現在）

■選挙人名簿登録者数

合計　６,３４４人女　３,３３４人男　３,０１０人

■有権者数

合計　６,２４７人女　３,２８６人男　２,９６１人

＜町長・町議会議員選挙当選者＞
【町　長】

【町　議】

区　分党　派年齢候補者氏名届出
番号

現職 １無所属５６松　岡　市　郎１

区　分党　派年齢候補者氏名届出
番号

現職 ３公明党６８原　　　　　博１

現職 ２無所属６６本　多　信　義２

現職 １無所属６５米　田　　　保３

現職 １日本共産党５９鶴　間　松　彦４

新　人無所属５１高　橋　昭　典５

新　人無所属５５藤　倉　智恵子６

現職 ３無所属６６長　峰　毅　八７

現職 １無所属５８由　川　英　二８

現職 １無所属５９大　沢　　　聰９

現職 ２無所属５５藤　原　啓　子１０

現職 １無所属５５谷　　　千代栄１１

現職 ２無所属５５佐　竹　司　兆１２

現職 ６無所属６２浜　辺　　　啓１３

現職 ４無所属７２石　上　　　郁１４

!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
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忠別ダム竣工祝賀会開催
　

忠
別
ダ
ム
は
、
昭
和　

年
に
実
施
計
画
の
調
査

５２

に
着
手
し
て
か
ら　

年
の
長
い
年
月
を
経
て
、
完

３０

成
を
迎
え
３
月　

日
（
土
）
に
竣
工
式
典
、
竣
工

１０

祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
は
、
東
川
町
長
が
会
長
を
努
め
る
忠
別

川
水
系
総
合
開
発
期
成
会
が
主
催
し
、
忠
別
ダ
ム

に
関
係
の
あ
る
方
々
、
総
勢　

名
が
出
席
し
、
東

２７０

川
町
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
い
た
衆
議
院
議
員

の
今
津
寛
議
員
・
佐
々
木
隆
博
議
員
・
鈴
木
宗
男

議
員
よ
り
お
祝
い
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
盛
会

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
忠
別
ダ
ム
の
利
活
用
に
よ
り
、
東
川
町

の
産
業
・
観
光
の
活
性
化
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

上流部からダムを望む

庁
舎
の
概
要

所
在
地　

東
神
楽
町　

号
南
３
番
地

１５

構　
　

造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階

建
一
部
塔
屋

敷
地
面
積 

３
５
８
９
・
８
４
㎡

建
物
面
積 

地
階　
　

１
２
９
・
５
６
㎡

 

１
階　
　

９
２
７
・
９
０
㎡

 

２
階　
　

７
３
９
・
０
３
㎡

 

塔
屋　
　
　

４
６
・
０
７
㎡

建
築
延
面
積 

１
８
４
２
・
５
６
㎡

竣
工
年
月　

平
成　

年
２
月　

日

１９

２８

建
設
費

庁　
　

舎 

２
億
８
６
７
５
万
３
千
円

設
計
管
理 

６
５
６
万
３
千
円

外
構
工
事 

１
３
９
１
万
４
千
円

庁
用
備
品 

１
１
１
６
万
８
千
円

建
設
費
合
計 

３
億
１
８
３
９
万
８
千
円

設
備
の
概
要

電
気
設
備　

受
電
設
備
６
６
０
０
Ｖ
、
変

電
設
備　

Ｋ
Ｖ
Ａ
、
自
家
発

８０

電
設
備　

Ｋ
Ｖ
Ａ

８０

防
災
設
備　

自
動
火
災
報
知
設
備

空
調
設
備　

真
空
式
温
水
機
２
基
、
ロ
ー

ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト

１
基

通
信
設
備　

無
線
設
備
２
台
、
高
齢
者
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
、
防
災
無

線
放
送
施
設

救
助
訓
練
施
設　

登
は
ん
施
設
、
渡
過
施

設

特
殊
設
備　

　

ホ
ー
ス
乾
燥
昇
降
装
置
（　

本
）

４０

　

車
両
排
ガ
ス
排
出
装
置
（
９
台
）

!
"
#
!
　

火
災
・
救
急
・
救
助　
１１９

一
般
電
話　
　

―
０
１
１
９

８３

　

広
域
消
防
体
制
の
充
実
を
図
る
た

め
、
統
合
消
防
庁
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

名
称
も
新
た
に
「
大
雪
消
防
組
合
東

消
防
署
」
と
な
り
、　

名
の
職
員
が
交

２６

代
で　

時
間
勤
務
と
日
勤
業
務
を
行
な

２４

い
、
緊
急
時
に
は
非
番
・
週
休
の
職
員

も
召
集
し
て
対
応
し
ま
す
。

　

緊
急
車
両
は
タ
ン
ク
車
２
台
、
水
槽

車
２
台
、
救
急
車
２
台
、
指
令
車
・
広

報
車
・
作
業
車
各
１
台
が
配
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

近
年
の
社
会
情
勢
の
著
し
い
変
化
に

よ
っ
て
、
災
害
は
複
雑
・
多
様
化
を
極

め
、
よ
り
高
度
な
防
災
体
制
の
構
築
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
庁
舎
は
こ
の

よ
う
な
事
案
に
対
応
す
る
た
め
、
東

川
・
東
神
楽
両
町
の
消
防
体
制
を
一
つ

の
庁
舎
に
統
合
・
集
約
し
、
火
災
・
救

急
・
救
助
出
動
等
の
災
害
対
応
能
力
の

充
実
と
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

こ
の
新
消
防
庁
舎
の
開
庁
を
機
に
、

新
し
く
両
町
の
防
災
拠
点
と
な
る
よ

う
、
さ
ら
な
る
防
災
体
制
の
強
化
に
一

層
の
努
力
と
研
さ
ん
を
重
ね
、
町
民
の

皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

建
物
・
設
備
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、

敷
地
は
東
神
楽
町
が
購
入
し
、
建
設
費

の
３
億
１
８
３
９
万
８
千
円
に
つ
い
て

は
両
町
で
２
分
の
１
づ
つ
負
担
し
て
い

ま
す
。

高所訓練塔 東消防署庁舎 緊急車両

!"#$%&'#$()*+!"#$%&'#$()*+!!
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≪
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
画
面
イ
メ
ー
ジ
≫

■
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
目
玉
で
も
あ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
東
川
町
の
美
し
い

景
観
を
楽
し
む
「
自
然
」
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
東
川
町
へ
の
思
い
や
魅
力
を
語
る
「
人
」

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ム
ー
ビ
ー
で
紹
介
し
ま
す
。

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
は
自
然
と
人
の
切
り
口
か
ら
東
川
町
の
魅
力
を
紹
介
す
る

ペ
ー
ジ
と
な
り
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
順
次
公
開
し
て
い
き
ま
す
。 ひ
が
し
か
わ

　 
　

　道
草
情
報

　
東
川
町
商
工
会
、
東
川
町
観
光
協
会
が
協
力
し
、
地
域

密
着
型
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ひ
が
し
か
わ
道
草
情
報
」
を

制
作
。
東
川
町
に
来
た
ら
「
こ
ん
な
グ
ル
メ
」、
「
こ
ん
な

ア
ー
ト
」、
「
こ
ん
な
体
験
」、
「
こ
ん
な
宿
」、
「
こ
ん
な
お

土
産
」
と
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
情
報
を
的
確
に
提

供
す
る
便
利
サ
イ
ト
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
町
内
の
商
店
や
宿
泊
施
設
、
事
業
者
な
ど
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
持
ち
、
こ
の
サ
イ
ト
内
で
公
開
し
ま
す
。
東
川

町
の
各
事
業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
こ
ち
ら
に
集
約
さ

れ
検
索
も
し
や
す
く
な
り
、
東
川
町
全
体
の
情
報
発
信
が

さ
ら
に
大
き
く
な
り
ま
す
。

UR
L=
htt
p:/
/w
ww
.w
elc
om
e-h
iga
sh
ika
wa
.jp
/in
de
x.h
tm

産
直
ひ
が
し
か
わ
　 

本
舗

　
㈱
東
川
振
興
公
社
は
、
以
前
よ
り
要
望
の
あ
っ
た
東
川
町

の
特
産
物
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
取
り
扱
う
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
「
産
直
ひ
が
し
か
わ
本
舗
」
を
開
店

さ
せ
ま
す
。

　
個
々
の
事
業
主
で
は
、
な
か
な
か
出
店
は
難
し
か
っ
た

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
を
、
東
川
振
興
公
社
が
ま
と

め
役
と
な
っ
て
、
東
川
町
の
特
産
品
を
発
信
し
て
い
く
事
と

な
り
、
東
川
町
の
味
や
魅
力
を
手
軽
に
全
国
ど
こ
に
い
て
も

入
手
す
る
事
が
で
き
る
様
に
な
り
ま
す
。

UR
L=
htt
p:/
/w
ww
.ra
ku
ten
.ne
.jp
/go
ld/
hig
as
hik
aw
a/
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　 四 月 一 日 、 つ い に 「 東 川 町 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ 」 が リ ニ ュ ー ア ル オ ー プ

ン ! 　 そ し て 東 川 版 Ｓ Ｎ Ｓ 「 ひ が し か ワ ッ ! 」 も 新 規 オ ー プ ン し ま す !

　 同 時 に 、 東 川 町 商 工 会 、 東 川 町 観 光 協 会 が 組 織 の 壁 を 越 え て 、 地 域 密! " # $ % & ' ( ) *! " # $ % & ' ( ) * !!

東
川
町
公
式
　
　

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は

実
に
８
年
振
り
と
な
り
、
使
い
易
さ
、
写
真

の
町
に
相
応
し
い
デ
ザ
イ
ン
と
写
真
を
ポ
イ

ン
ト
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　
情
報
も
町
民
の
方
向
け
情
報
と
東
川
町
へ

来
ら
れ
る
方
向
け
の
情
報
を
分
け
、
見
や
す

く
レ
イ
ア
ウ
ト
し
、
町
民
向
け
「
く
ら
し
の

ガ
イ
ド
」
や
「
行
政
ガ
イ
ド
」
な
ど
の
内
容

も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
写
真
は
町
内
在
住
の
写
真
家
 奥
田
實
氏

の
協
力
を
得
て
、
随
所
に
東
川
町
の
空
気
を

感
じ
る
サ
イ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

UR
L=
htt
p:/
/to
wn
.hi
ga
sh
ika
wa
.ho
kk
aid
o.j
p
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≪
ロ
グ
イ
ン
画
面
イ
メ
ー
ジ
≫

■
手
軽
で
簡
単

　「
ひ
が
し
か
ワ
ッ
!
　
は
、
パ
ソ
コ
ン
が
不
得
意
な
方
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る

感
覚
で
簡
単
に
利
用
出
来
ま
す
し
、
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
で
も
、
携
帯
電

話
で
メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
出
来
る
機
種
で
あ
れ
ば
、
招
待
状
を
受
け
取
っ
て

ロ
グ
イ
ン
す
る
と
、
日
記
を
書
き
始
め
る
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
災
害
時
の
情
報
提
供

　
災
害
時
に
は
、
メ
ー
ル
通
知
機
能
を
利
用
し
、「
ひ
が
し
か
ワ
ッ
!
　
」
運
営
管
理
者

（
東
川
町
）か
ら
災
害
情
報
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
提
供
致
し
ま
す
。（
防
災
無
線
な
ど

を
補
完
す
る
連
絡
手
段
と
し
て
）

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
か
わ

　
東
川
町
農
業
協
同
組
合
が
運
営
す
る
「
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
か

わ
」
サ
イ
ト
は
、
て
っ
ぺ
ん
だ
よ
り
の
話
題
を
中
心
に
毎

月
情
報
更
新
を
行
っ
て
い
る
サ
イ
ト
で
す
。

　
な
か
に
は
、
生
産
者
の
紹
介
や
農
業
へ
の
こ
だ
わ
り
を

紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
、
農
産
品
の
紹
介
、
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
か
わ

の
様
々
な
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
が
あ

り
、
東
川
町
の
農
業
に
関
す
る
情
報
は
こ
の
サ
イ
ト
に
詰

め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

UR
L=
ht
tp
://
ww
w.
ja-
hi
ga
sh
ik
aw
a.o
r.j
p/

　 参
加
希
望
の
方
は

　
　「
ひ
が
し
か
ワ
ッ
!
」
へ
の
参
加
は
、
招
待
制
の
た
め
、
既

に
「
ひ
が
し
か
ワ
ッ
!
」
の
会
員
と
な
っ
て
い
る
友
人
か
ら

招
待
を
受
け
る
か
、
東
川
町
へ
の
参
加
申
込
み
（
町
民
限
定
）

が
必
要
で
す
。

■
招
待
を
受
け
る
場
合

　
1.
 参
加
方
法
　
　
友
人
か
ら
招
待
メ
ー
ル
を
受
け
、
本
文

中
に
あ
る
登
録
用
U
RL
を
ク
リ
ッ
ク
し

て
登
録

■
参
加
申
込
み
の
場
合

　
1.
 申
込
方
法
　
　
添
付
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み
下

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
※
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
は
受
付
出
来

ま
せ
ん
。

　
2.
 申
込
み
・
問
合
せ
先
　
〒
０７
１
-１４
９２

　
　
　
　
　
　
　
　
東
川
町
東
町
１
丁
目
１６
番
１
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
川
町
役
場
企
画
総
務
課
政
策
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
８２
-３６
４４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
８２
-２１
１１
（
２２
７
）
矢
ノ
目

! "

#
#
#
#
#

#
#
#
#
#

$ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $

着 型 情 報 ペ ー ジ 「 ひ が し か わ 道 草 情 報 」 サ イ ト を 、 東 川 振 興 公 社 で は 、

東 川 町 の 特 産 物 を 販 売 す る シ ョ ッ ピ ン グ サ イ ト 「 産 直 ひ が し か わ 本 舗 」

サ イ ト も オ ー プ ン し ま す !

! " # $ % & ' () ) ! " # $ % & ' ( !! !!

ひ
が
し
か
ワ
ッ
!!

　「
ひ
が
し
か
ワ
ッ
!
」
は
、
人
と
人
が
繋
が

り
交
流
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
東
川
町

交
流
広
場
と
し
て
、
東
川
町
民
は
も
ち
ろ

ん
、
東
川
出
身
の
方
、
親
戚
、
友
人
な
ど
東

川
町
に
関
わ
り
の
あ
る
方
や
、
東
川
町
が
好

き
と
言
う
方
々
が
集
い
、
日
記
や
共
通
の
趣

味
、
話
題
を
持
っ
た
人
が
集
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
な
ど
を
利
用
し
て
、
意
見
交
換
や
情
報

共
有
、
連
絡
手
段
な
ど
の
利
用
を
通
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
す
。

　
生
き
た
情
報
は
皆
さ
ん
が
作
り
ま
す
。
東

川
町
応
援
住
民
と
し
て
友
人
を
ど
ん
ど
ん
招

待
し
て
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
UR
L=
ht
tp
://
hi
ga
sh
ik
aw
a.j
p

※
会
員
制
の
た
め
、
参
加
申
込
み
又
は
友
人

か
ら
の
招
待
が
必
要
で
す
。
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入
賞
結
果

!
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

小
学
４
年
生
以
下

 
 

第
２
位
　
住
友
　
　
巧

小
学
５
年
生
  

第
１
位
　
三
浦
　
恵
斗

 
 

第
２
位
　
袴
田
真
太
郎

小
学
６
年
生
  

第
２
位
　
和
田
　
直
樹

 
 

第
３
位
　
齋
藤
　
卓
也

!
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

小
学
６
年
生
  

第
１
位
　
三
浦
ほ
の
か

!
""
#
$
%
&
'
(
)
*
+
*
,
!

!
"
#
$
%
&
'(
)
*
+
,
-
.
!

!
"
#
$
%
&
!

※
町
内
分
の
み
掲
載

入
賞
結
果

!
男
子
の
部

小
学
１
・
２
年
軽
量
級

 
 

第
１
位
　
森
谷
　
　
多

 
 

第
３
位
　
丹
野
　
渓
登

小
学
１
・
２
年
中
量
級

 
 

第
２
位
　
菊
地
　
　
壱

!
女
子
の
部

小
学
４
年
 
 

第
２
位
　
森
谷
　
南
美

 
 

第
３
位
　
島
田
　
侑
季

小
学
６
年
 
 

第
１
位
　
長
瀬
　
綾
香

 
 

第
２
位
　
森
谷
　
美
紅

!
"
#
$
%
&
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)
&
*
+
,
!

!
"
#
"
$
%
&
'
(
)
*
)+
,
!

!
"
#
$
%
&
'
!

入
賞
結
果

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
 第
３
位
　
小
岩
　
佳
史

 
 

第
３
位
　
原
　
　
孝
弘

!
"
#
$
%
&
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)
*
+
!

!
!
!
!
!
"
#
$
%
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放
課
後
、
子
ど
も
達
の
安
全
で
健
や
か

な
居
場
所
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、

東
川
町
青
少
年
問
題
協
議
会
が
主
体
と

な
っ
て
、東
川
町
地
域
子
ど
も
教
室（
地
域

子
ど
も
教
室
推
進
事
業
）を
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成１
８年
度
は
、
毎
週
火・
金
曜
日
の
午

後
３
時３
０分
～
５
時
ま
で
、
延
べ６
４回
、

５０
２名
の
児
童
が
参
加
し
て
行
な
い
ま
し

た
。
　
教
室
の
指
導
員
と
一
緒
に
縄
跳
び
を
中

心
に
、
毎
回
、
工
夫
を
こ
ら
し
た
「
む
か
し

遊
び
・
ゲ
ー
ム
・
軽
ス
ポ
ー
ツ
・
も
の
作

り
」
を
楽
し
く
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成１
９年
度
の
教
室
を
開
催
す
る
に
あ

た
り
、
参
加
す
る
児
童
に
遊
び
や
安
全
に

過
ご
す
た
め
の
指
導
を
行
な
っ
て
い
た
だ

け
る
、
指
導
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
資
格
や
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
お

手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
は
、
是
非
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

!
"
#
$
%
&
'
(
)
*
+
,
-.
!

!
"
#
$
%
#
&
'
(
)
*
+
!

!
!

生
涯
学
習

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
 第
２
位
　
小
林
　
春
香

 
 

第
３
位
　
中
條
　
百
絵

女
子
ダ
ブ
ル
ス

第
１
位
　
小
林
　
春
香
・
中
條
　
百
絵

第２
０回
旭
川
地
区
空
手
道
連
盟
会
長

杯
空
手
道
選
手
権
大
会
（
２
月１
８日

旭
川
市
忠
和
公
園
体
育
館
）

入
賞
結
果

◇
型
の
部

小
学
５
年
生
男
子

 
 

第
５
位
　
三
宅
　
啓
太

中
学
１
年
生
男
子

 
 

第
３
位
　
小
池
　
孝
幸

!
"
#
$
%
!

!
４
月
１
日
（
日
）
～
４
月１
６日
（
月
）

◇
写
真
の
町
倶
楽
部
写
真
展「
東
川
の
達
人

た
ち
」

◇
第２
３回
北
海
道
報
道
写
真
展

!
４
月１
８日
（
水
）
～
５
月
７
日
（
月
）

◇
鉄
道
写
真
　
～
二
本
の
レ
ー
ル
が
語
る

こ
と
～
広
田
尚
敬
・
広
田
泉
　
写
真
展

◇
写
真
の
町
子
供
た
ち
写
真
展

上
段
右
か
ら
森
谷
美
紅
、
長
瀬
綾
香

 
島
田
侑
季
、
森
谷
南
美

下
段
右
か
ら
丹
野
渓
登
、
森
谷
　
多

 
菊
地
　
壱

文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー

TE
L.
8
2－
4
7
0
0

社
会
教
育

TE
L.
8
2－
2
1
1
1

海
洋
セ
ン
タ
ー

TE
L.
8
2－
4
6
0
0

右
か
ら
　
三
宅
啓
太
、
小
池
孝
幸

鉄
道
写
真
　
～
二
本
の
レ
ー
ル
が
語
る
こ
と

～
広
田
尚
敬
・
広
田
泉
　
写
真
展
よ
り

!!
!
!
!
"
#
$!
!!
"
"
#

　
町
教
委
で
は
、こ
の「
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」を
通
し
て
、町
民
の
方
々
が
生
涯
学
習
を

進
め
て
い
く
た
め
の
学
習
、研
修
、健
康
づ
く

り
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、町
民
の
皆
さ
ま
の
希
望
や
意
見
を

伝
え
る
ペ
ー
ジ
と
し
て
も
活
用
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
サ
ー
ク
ル
を
作
り
た

い
、ま
た
参
加
し
て
み
た
い
、こ
ん
な
学
習
資

料
、指
導
者
の
情
報
を
提
供
し
て
ほ
し
い
、こ

ん
な
事
業
を
計
画
し
て
ほ
し
い
な
ど
、広
く

取
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
し
ど
し
ご
意
見・
ご
希
望
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

連
絡
先
／
右
記
の
各
施
設
担
当
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

４月
の
教
育
相
談

相
談
日
　
１８
日
（
水
）

時
　
間
　
午
前

 1 
0 
時
～
午
後
 4
 時

相
談
要
領
　
電
話
相
談
（
来
室
可
）

専
用
電
話
　
!
 8
 2
 －
 4
 2
 2
 5

「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
あ
っ
た
か
」
標
語

（
平
成１
８年
度
入
選
作
品
）
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優
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（
小
学
生
の
部
　
第
一
小
　
６
年
　
川
原
彩
友
美
）

海
洋
セ
ン
タ
ー
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8
2－
4
6
0
0
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平
成１
９年
　
春
の
火
災
予
防
運
動
　

大
雪
消
防
組
合
東
消
防
署
・
東
川
消
防
団



!!!!!"#$!!!""#

!!!!
!!!!
!!!!
!!!!
!!!!
!!!!
!!!!
!!!!
!!!!
!!!!
!!!!
!!!!
!!!!
!!!!
!!!!
!!!!
!!!!

東
川
中
学
校

教
頭　

鳴
澤
吉
紀

 
（
美
瑛
町
立
美
馬
牛
中
学
校
校
長
）

教
諭　

藤
本
フ
ミ
エ

 

（
旭
川
市
立
聖
園
中
学
校
）

教
諭　

小
山　

節（
自
己
都
合
退
職
）

教
諭　

伊
藤
健
治

 
（
富
良
野
市
立
富
良
野
東
中
学
校
）

東
川
高
等
学
校

教
諭　

廣
瀬
純
一

 

（
旭
川
東
高
等
学
校
）

教
諭　

本
堂
健
一

 

（
長
万
部
高
等
学
校
）

事
務
長　

吉
川
尚
史

 

（
長
沼
高
等
学
校
）

東
川
養
護
学
校

教
頭　

長
谷
弘
之（
札
幌
養
護
学
校
）

教
諭　

河
野　

孝（
旭
川
養
護
学
校
）

教
諭　

加
藤　

勝（
士
別
南
中
学
校
）

教
諭　

竹
森
邦
子

 

（
西
御
料
地
小
学
校
）

教
諭　

小
林
昌
子 
（
旭
川
盲
学
校
）

教
諭　

堀
内
央
子（
星
置
養
護
学
校
）

教
諭　

袴
田
徳
弘（
旭
川
養
護
学
校
）

期
限
付
教
諭　

今
井
美
佳

 

（
鷹
栖
養
護
学
校
教
諭
）

期
限
付
教
諭　

木
村
美
香

 

（
五
稜
郭
養
護
学
校
教
諭
）

寄
宿
舎
指
導
員　

坂
本
浩
司

 

（
中
札
内
高
等
養
護
学
校
）

◇
転
出
し
た
先
生

東
川
小
学
校

校
長　

奥
山
富
雄
（
定
年
退
職
）

教
諭　

北
島　

信

（
南
富
良
野
町
立 
落
合
小
学
校
教
頭
）

教
諭　

岸　

政
継
（
在
外
派
遣
）

教
諭　

秋
田
泰
将

（
上
富
良
野
町
立
上
富
良
野
小
学
校
）

教
諭　

関　

未
貴

 

（
名
寄
市
立
豊
西
小
学
校
）

期
限
付
教
諭　

上
村
純
一

 

（
任
用
期
限
満
了
）

期
限
付
教
諭　

三
浦
恭
彰

 

（
任
用
期
限
満
了
）

東
川
第
一
小
学
校

教
頭　

鎌
上　

彰

 

（
旭
川
市
立
啓
明
小
学
校
）

教
諭　

中
内　

努

 

（
旭
川
市
立
豊
岡
小
学
校
）

東
川
第
二
小
学
校

教
頭　

鈴
木　

薫

 

（
旭
川
市
立
嵐
山
小
中
学
校
）

東
川
第
三
小
学
校

教
頭　

吉
岡
壽
夫

 

（
中
富
良
野
町
立
西
中
小
学
校
）

教
諭　

上
ヶ
嶋
哲
雄
（
定
年
退
職
）

期
限
付
事
務
職
員　

福
田
尚
人

（
比
布
中
央
小
学
校
期
限
付
事
務
職

員
）

事
務
長　

上
西
光
義

 

（
凌
雲
高
等
学
校
）

運
転
技
術
員　

丸
山
康
夫（
退
職
）

◆

◇
転
入
し
た
先
生

東
川
小
学
校

校
長　

飯
森　

修

 

（
上
川
町
立
東
雲
小
学
校
）

教
諭　

桑
原
久
美

 

（
剣
淵
町
立
剣
淵
小
学
校
）

教
諭　

岩
田
ち
ひ
ろ

 

（
東
神
楽
町
立
東
神
楽
小
学
校
）

教
諭　

辻　

昌
和

 

（
名
寄
市
立
風
連
中
央
小
学
校
）

教
諭　

廣
川
貴
志

 

（
名
寄
市
立
豊
西
小
学
校
）

東
川
第
一
小
学
校

教
頭　

田
中　

緑

 
（
南
富
良
野
町
立
北
落
合
小
学
校
）

教
諭　

佐
藤
秀
人

 

（
富
良
野
市
立
富
良
野
小
学
校
）

教
諭　

齋
藤
有
美

 

（
標
津
町
立
標
津
小
学
校
）

東
川
第
二
小
学
校

教
頭　

筒
井
章
夫

 

（
音
威
子
府
村
立
咲
来
小
学
校
）

期
限
付
教
諭　

遠
藤　

茜（
新
採
用
）

東
川
第
三
小
学
校

教
頭　

小
山
田
雅
春

 

（
中
富
良
野
町
立
本
幸
小
学
校
）

教
諭　

辻
野
尚
広
（
上
富
良
野
町
立

 

上
富
良
野
西
小
学
校
）

期
限
付
教
諭　

上
ヶ
嶋
哲
雄

 

（
東
川
町
立
第
三
小
学
校
教
諭
）

事
務
職
員　

吉
田
俊
貴

 

（
深
川
農
業
高
等
学
校
）

東
川
中
学
校

教
頭　

飯
田
勝
彦

 

（
名
寄
市
立
風
連
中
学
校
）

教
諭　

岸　

和
弘

 

（
美
瑛
町
立
美
瑛
中
学
校
）

教
諭　

寺
原　

慎

 

（
士
別
市
立
士
別
中
学
校
）

教
諭　

北
原
康
弘

 

（
網
走
市
立
東
小
学
校
）

教
諭　

蛯
名
大
広

 

（
旭
川
市
立
神
楽
中
学
校
）

期
限
付
教
諭　

荏
原
雄
祐
（
美
瑛
町

 

立
美
瑛
中
学
校
期
限
付
教
諭
）

期
限
付
教
諭　

相
原
慶
子
（
上
川
町

 

立
上
川
中
学
校
期
限
付
教
諭
）

東
川
高
等
学
校

教
諭　

狩
野
敬
一

 

（
富
良
野
高
等
学
校
）

教
諭　

井
上　

司（
洞
爺
高
等
学
校
）

事
務
長　

加
藤
郁
夫

 

（
紋
別
南
高
等
学
校
）

東
川
養
護
学
校

教
頭　

川
上
和
弘 
（
旭
川
盲
学
校
）

教
諭　

小
堀
正
俊（
旭
川
養
護
学
校
）

教
諭　

河
野
京
子（
旭
川
養
護
学
校
）

教
諭　

山
下
智
子 
（
旭
川
聾
学
校
）

教
諭　

米
田
岳
男（
旭
川
養
護
学
校
）

教
諭　

川
上
佳
美（
紋
別
養
護
学
校
）

教
諭　

佐
藤
義
勝

 

（
中
札
内
高
等
養
護
学
校
）

期
限
付
教
諭　

影
山
英
明

 

（
稚
内
養
護
学
校
教
諭
）

期
限
付
教
諭　

佐
藤
正
弥（
新
採
用
）

寄
宿
舎
指
導
員　

海
川
史
博

 

（
紋
別
高
等
養
護
学
校
）

事
務
長　

岩
部
勇
司

 

（
旭
川
農
業
高
等
学
校
）

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　
　
　

前
東
川
小
学
校
長

奥　
山　
富　
雄
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４
月
１
日
付
け
で
町
内
各
学
校
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
定
年
に
よ
り
退
職
い
た

し
ま
し
た
。

　

伝
統
あ
る
東
川
小
学
校
の
校
長
と

し
て
勤
務
で
き
ま
し
た
こ
と
を
誇
り

に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
私
は
「
学
校
を
子
ど
も

た
ち
の
心
の
ふ
る
さ
と
に
」「
愛
と
夢

を
は
ぐ
く
む
学
校
づ
く
り
」
を
前
面

に
出
し
て
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
町
か

ら
援
助
い
た
だ
い
た
教
育
指
導
助
手

制
度
、
ま
た
教
育
大
旭
川
校
と
連
携

し
た
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
な

ど
、
い
ず
れ
も
子
ど
も
た
ち
の
成
長

に
有
効
な
方
策
で
あ
っ
た
と
自
負
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ま
、
地
域
の
た
く

さ
ん
の
方
々
、
応
援
し
て
く
だ
さ
っ

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

東
川
小
学
校
で
四
年
間
、
教
育
熱

心
な
教
職
員
と
と
も
に
、
楽
し
く
充

実
し
た
時
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

東
川
町
と
町
民
の
皆
さ
ま
の
益
々

の
ご
発
展
を
祈
念
し
て
、
退
任
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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今
年
の
お
正
月
に
凧
揚
げ
を
し

た
。
瀬
戸
内
海
の
町
に
帰
省
し
た
際

の
甥
姪
た
ち
と
の
ひ
と
と
き
。
５
年

生
の
甥
っ
子
が
何
か
の
景
品
で
も

ら
っ
た
凧
だ
っ
た
。

　
冬
の
海
岸
は
、
夏
の
海
水
浴
シ
ー

ズ
ン
の
喧
騒
が
う
そ
の
よ
う
に
静
か

で
あ
る
。
走
り
回
る
に
は
絶
好
の
機

会
。
転
ん
で
も
痛
く
な
い
し
、
何
よ

り
砂
の
感
触
や
波
の
音
が
心
地
良

い
。
凧
揚
げ
を
し
た
の
は
い
つ
以
来

だ
ろ
う
と
、
記
憶
を
た
ぐ
っ
て
み
て

も
思
い
出
せ
な
い
く
ら
い
に
久
し
ぶ

り
だ
っ
た
。

　
昨
年
の
お
正
月
も
海
で
遊
ん
だ
。

三
が
日
を
過
ぎ
、
そ
ろ
そ
ろ
身
体
が

な
ま
っ
て
き
た
頃
に
、
遊
び
に
来
て

い
た
甥
姪
た
ち
に
「
海
に
行
こ
う

か
。」と
提
案
し
た
。
す
る
と
当
時
４

年
生
の
そ
の
甥
が
さ
っ
そ
く
魚
釣
り

の
仕
掛
け
を
作
り
始
め
た
。
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
は
さ
み
で
切
っ
て
、
何
や

ら
器
用
に
作
業
を
進
め
て
い
る
。

「
自
分
で
考
え
た
の
？
」
と
聞
く
と

「
テ
レ
ビ
で
や
っ
て
い
た
の
を

ち
ょ
っ
と
僕
流
に
ア
レ
ン
ジ
し
て

る
。」と
の
こ
と
。
そ
れ
は
そ
れ
は
真

剣
だ
。
間
も
な
く
何
や
ら
そ
れ
ら
し

き
も
の
が
完
成
し
た
。
え
さ
は
塩
辛

（
？
）。
い
ざ
海
へ
。

　
実
家
が
海
の
す
ぐ
そ
ば
だ
か
ら
、

私
も
姉
妹
も
小
さ
い
頃
か
ら
海
が
絶

好
の
遊
び
場
だ
っ
た
。
遠
浅
の
海
だ

か
ら
夏
は
潮
が
引
い
て
、
歩
い
て
行

け
る
小
島
が
い
く
つ
も
で
き
、
そ
こ

で
泥
ん
こ
遊
び
や
小
魚
採
り
に
夢
中

に
な
っ
た
。
砂
浜
の
岩
陰
で
蟹
を
見

つ
け
た
時
の
う
れ
し
さ
を
い
ま
だ
に

思
い
出
す
。

　
魚
の
仕
掛
け
に
話
を
戻
す
。
い
く

ら
瀬
戸
内
海
と
は
言
え
、
冬
の
海
は

寒
い
。
正
直
こ
の
遊
び
に
付
き
合
う

の
は
ち
ょ
っ
と
億
劫
だ
っ
た
。
し
か

し
、
子
ど
も
た
ち
は
仕
掛
け
る
場
所

を
探
し
、
仕
掛
け
を
つ
な
い
で
お
く

棒
を
探
し
、
そ
し
て
い
ざ
仕
掛
け
る

時
に
重
し
が
な
け
れ
ば
沈
ま
な
い
こ

と
に
気
付
き
重
し
を
入
れ
て
沈
め
る
。

　
仕
掛
け
を
海
に
投
げ
入
れ
る
の

だ
っ
て
な
か
な
か
至
難
の
技
。
最

初
、
私
は
た
だ
見
て
い
る
と
い
う
感

じ
。
だ
が
次
第
に
魚
が
釣
れ
て
い
な

い
か
確
認
す
る
こ
と
に
ワ
ク
ワ
ク
し

て
き
た
。
釣
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
場

所
を
変
え
て
何
回
も
繰
り
返
す
。
釣

れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
間
は
、
石
を

海
に
投
げ
合
っ
て
距
離
や
石
が
跳
ね

る
回
数
を
競
っ
た
り
、
寒
い
の
も

そ
っ
ち
の
け
で
裸
足
に
な
っ
て
海
に

入
る
。
姪
は
貝
拾
い
。
海
は
遊
び
に

事
欠
く
こ
と
は
な
い
。
そ
う
こ
う
す

る
う
ち
に
日
が
傾
き
夕
日
に
な
っ
た
。

　
仕
掛
け
は
な
か
な
か
の
も
の
で
は

あ
っ
た
が
案
の
定
そ
れ
で
魚
が
釣
れ

る
、
な
ん
て
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
い
つ
し
か
子
ど
も
た
ち
と
と

も
に
自
分
も
夢
中
に
な
っ
て
い
た
。

子
ど
も
た
ち
も
遊
ん
だ
プ
ロ
セ
ス
に

満
足
し
て
い
る
。

　
遊
ん
で
ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
す
る

感
じ
、
い
つ
以
来
だ
ろ
う
…
。
子
ど

も
た
ち
が
ア
イ
デ
ア
を
練
っ
た
り
、

工
夫
し
た
り
、
波
と
格
闘
し
た
り
す

る
こ
の
一
連
の
過
程
を
通
し
て
「
こ

れ
が
生
き
る
力
に
つ
な
が
っ
て
い
く

の
だ
な
あ
。」と
妙
に
感
慨
深
く
思
っ

た
一
日
で
あ
っ
た
。

　
今
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
ぶ
時
間
や

遊
ぶ
場
が
失
わ
れ
て
い
る
。
子
ど
も

は
走
っ
た
り
登
っ
た
り
、
競
っ
て

勝
っ
て
負
け
て
、
仕
掛
け
て
成
功
し

て
失
敗
し
て
、
そ
ん
な
中
で
喜
ん
だ

り
悔
し
ん
だ
り
す
る
。
そ
う
し
て
体

を
作
り
五
感
を
磨
き
、
社
会
の
ル
ー

ル
や
生
き
る
知
恵
を
学
ん
で
い
く
。

人
間
と
し
て
の「
生
き
る
力
」は
い
っ

ぱ
い
の
愛
や
適
切
な
栄
養
、
睡
眠
な

ど
と
も
に
思
い
っ
き
り
遊
ぶ
こ
と
か

ら
も
体
得
し
て
い
く
。
そ
し
て
自
然

は
何
よ
り
の
先
生
。「
自
然
の
教
育

力
に
勝
る
教
育
は
な
い
。」と
あ
る
先

生
は
言
う
。
私
に
と
っ
て
そ
れ
は
海

だ
っ
た
。
大
人
に
な
っ
て
気
付
い
た
。

　
さ
て
今
年
の
凧
揚
げ
。
砂
浜
は
先

に
触
れ
た
よ
う
に
足
の
感
触
は
心
地

良
い
が
、
走
る
と
な
る
と
相
当
し
ん

ど
い
。
凧
上
げ
は
糸
を
操
る
の
が
難

し
い
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
は
難

な
く
こ
な
し
た
。
私
は
と
言
う
と
、

い
つ
も
の
負
け
ん
気
（
こ
れ
で
過
去

に
怪
我
を
負
っ
た
）が
頭
を
も
た
げ
、

子
ど
も
た
ち
が
他
の
遊
び
に
移
っ
て

も
１
人
凧
揚
げ
に
夢
中
に
な
っ
た
。

中
学
生
の
姪
に
は
あ
き
れ
ら
れ
、

ぐ
っ
た
り
し
て
家
路
に
つ
い
た
の
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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英語学習指導員　宮地晶子の

エイゴのマナビカタ

　
文
部
科
学
省
は
英
語
教
育
の
目

標
を
「
実
践
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
」
と
し
て
い

ま
す
。
先
日
、
そ
の
テ
ー
マ
の
研

修
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
す
る
と
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
が
開

口
一
番
「
え
ー
、
結
婚　
年
と
も

２０

な
り
ま
す
と
、
妻
と
は
『
あ
れ
、

そ
れ
』し
か
会
話
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
私
が
、
こ
の
テ
ー
マ
で
お

話
し
す
る
の
も
ど
う
か
と
思
い
ま

す
が
…
。」会
場
に
は
笑
い
声
。
も

ち
ろ
ん
先
生
の
場
合
は
ジ
ョ
ー
ク

で
す
。

　
で
も
確
か
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
た
め
の
会
話
を
、
母
国

語
で
や
っ
て
い
な
い
と
外
国
語
で

行
な
う
こ
と
は
も
っ
と
難
し
い
。

つ
く
づ
く
「
以
心
伝
心
（
無
言
で

気
持
ち
が
通
じ
合
う
こ
と
）」を
美

徳
と
す
る
国
民
性
が
、
英
語
習
得

の
足
を
引
っ
張
っ
て
い
る
感
は
あ

り
ま
す
。

　
一
般
論
で
す
が
、
他
国
の
人
に

比
べ
て
日
本
人
は
知
ら
な
い
人
に

挨
拶
し
た
り
、
相
手
を
ほ
め
た

り
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
口
に

出
し
て
確
認
す
る
、
と
い
う
こ
と

が
苦
手
な
よ
う
で
す
。

　
こ
う
い
う
普
段
し
て
い
な
い
こ

と
を
突
然
英
語
で
や
ろ
う
と
し
た

ら
、
こ
れ
は
も
う
二
重
の
苦
し
み

で
す
。

　
そ
こ
で
こ
ん
な
国
民
性
を
突
い

た
ユ
ニ
ー
ク
な
英
会
話
習
得
法
を

奨
励
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　
そ
の
人
は
ま
ず
生
徒
に
「
で
き

る
だ
け
多
く
の
人
に
話
し
か
け

る
」
こ
と
や
「
ド
ラ
マ
風
に
感
情

表
現
す
る
」
こ
と
を
さ
せ
ま
す
。

そ
う
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
壁
と
な
っ
て
い
る
心
理
的
な
垣

根
を
越
え
た
ら
言
葉
な
ん
て
３
カ

月
で
身
に
つ
く
、
と
豪
語
し
て
い

ま
す
。

　
現
実
は
そ
ん
な
に
単
純
で
は
な

い
に
せ
よ
、
例
え
ば
、
中
学
卒
業

時
の
英
語
力
の
目
標
を
「
知
ら
な

い
国
で
一
人
で
半
日
行
動
で
き
る

こ
と
」
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず

日
本
語
で
そ
れ
が
で
き
る
か
。

　
つ
ま
り
「
見
知
ら
ぬ
人
と
気
軽

に
挨
拶
し
て
会
話
す
る
」、「
必
要

な
情
報
を
引
き
出
せ
る
」、「
自
分

の
意
見
を
伝
え
ら
れ
る
」
こ
う
い

う
こ
と
を
訓
練
す
る
の
が
案
外
近

道
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

第３６回

!"#$%&'()*+,!

!"#$%&'()*+!

　春はいつもゆっくり着実にきます。それはまるで亀
のようです。急がず、その訪れを大声で告げることは
しないけれど…。
　寒い日が続いたり、雪が降り止まない冬の間中、春
はもう来ないのではないかと思いがちです。でも、ま
るで地味な亀のように、春は突然現れます。
　それは空気の変化に感じられるときもあれば、茶色
い草の中に出た最初の緑の芽で気がつくこともあるで
しょう。

　春が来るぞ、ということがはっきりしてくると、今
度は大いなる決断に迫られます。
　すなわち今年は庭に何を植えるか、です。北海道に
似てカナダの我が家でも、植物が成長できる時期は限
られています。
　だから、選べるのは成長が早い一年草の種やよく
育った苗です。私の場合、今年はたぶん小さいプラン
ターにハーブやミニトマトを植えるでしょう。

　春はもうすぐそこです。ゆっくりと、確かに。そし
て、再生の空気や晴れた日々と新たな成長をもたらし
てくれます。

!"#$%"&'$(")*$+,*-&.$+*"#!

　Spring always arrives like a slow and steady turtle-
unhurried, unannounced, and without fail. Throughout 
winter, it is easy to think that spring will never come, as 
the cold days persist and the snow continues to fall. 
However, like the humble turtle, spring suddenly appears-
sometimes you can smell the change in the air, or you 
notice the first green bud peeping out amongst the brown 
grass. 
　Once it is clear that spring is on its way-big decisions 
are required-mainly, what to plant in this year' s garden? 
Much like Hokkaido, my Canadian home experiences a 
short growing season, so garden options are limited to 
seeds with short growth spans, or plants that are already on 
their way to maturation. Personally, I predict that my tiny 
planter boxes will house mainly herbs and perhaps a small 
tomato plant. 
　Spring is on its way-slowly, but surely, it will arrive and 
bring with it an air of renewal, sunny days, and a world of 
new growth. 
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英語指導助手 アシュリー・ペトゥルッチ
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　５日 春の交通安全祈願祭（午前９時～
 交通安全の碑前（西町１丁目）
１０日 行政区長会議（午後１時～　役場大

会議室）
〇入学（園）式
　５日 東小、第一小、第二小、第三小
 （午前１０時～）
 東川中学校（午後１時～）
　７日 幼児センター（午前９時３０分～）
　９日 東川養護学校（午前９時４０分～）
 旭川福祉専門学校（午前１０時～）
 東川高校（午後１時３０分～）
１０日 北海道環境福祉専門学校
 （午前１０時～）

訂正とお詫び
　広報誌３月号に掲載しました「北海道環
境福祉専門学校」と「旭川福祉専門学校」の
入学式の日程に誤りがありました。
　関係者の皆様にご迷惑をお掛けしたこ
とを謹んでお詫び申し上げるとともに、
ここに訂正いたします。 （広報広聴係）

税
務
住
民
課
住
民
相
談
年
金
係

平
成　
年
度
の
国
民
年
金

１９

保
険
料
に
つ
い
て

　

平
成　

年
４
月
か
ら
平
成　

年
３

１９

２０

月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額

１
万
４
１
０
０
円
（
年
額　

万
９
２

１６

０
０
円
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
上
旬
に
国
民
年
金（
第
１
号
）

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
、
社

会
保
険
庁
か
ら
納
付
書
が
送
付
さ
れ

て
き
ま
す
の
で
、
納
付
書
を
持
参

し
、
郵
便
局
、
各
金
融
機
関
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。

現
金
払
い
の
前
納
割
引
を
利
用
さ
れ

る
方
は
納
付
期
日
に
ご
注
意
を
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
毎
月
納
付
が

原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
１
年
分

を
ま
と
め
て
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、

割
引
と
な
る
前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

１
年
分
の
前
納
割
引
を
利
用
さ
れ

る
場
合
は
、
納
付
書
に
つ
づ
ら
れ
て

い
る
前
納
用
の
納
付
書
で
４
月　

日
３０

（
本
年
は
４
月　

日
が
祝
日
の
た
め

３０

５
月
１
日
）
ま
で
に
保
険
料
を
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
振
込

み
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

割
引
額
は
表
の
と
お
り
と
な
っ
て

お
り
、
た
い
へ
ん
お
得
な
制
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
よ
る
１
年
前
納
割
引

の
申
込
み
は
終
了
し
て
い
ま
す
が
、

半
年
口
座
振
替
前
納
、
毎
月
早
割
納

付（
当
月
分
を
当
月
末
に
口
座
振
替
）

は
随
時
受
付
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
口
座
振
替
へ
の
変
更
を
検
討
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
す
で
に
毎
月
納
付
で
口
座

振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
早

割
納
付
へ
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、

年
間　

円
お
得
に
な
り
ま
す
の
で
、

６００

こ
の
機
会
に
早
割
納
付
へ
の
変
更
を

検
討
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

口
座
振
替
申
込
用
紙
は
、
役
場
に

も
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　

旭
川
社
会
保
険
事

務
所!
　

―
４
４
８
６
（
直
通
）
ま

２６

た
は
税
務
住
民
課
住
民
相
談
年
金
係

!
　

―
２
１
１
１
（
内
線　

）

８２

１２２

企
画
総
務
課
総
務
係

自
衛
隊
よ
り
募
集
の
お
知

ら
せ

●
自
衛
隊
（
一
般
・
技
術
）
幹
部
候

補
生
の
募
集

受
験
資
格　
日
本
国
籍
を
有
し
、
平

成　

年
４
月
１
日
現
在　

歳
〜　

歳

２０

２０

２６

未
満
の
者
（　

歳
未
満
の
者
は
大
卒

２２

（
見
込
み
含
む
））、
大
学
院
修
士
学

位
取
得
者
（
見
込
み
含
む
）
お
よ
び

自
衛
官
は　

歳
未
満
の
者

２８

試
験
日

筆
記
試
験
５
月　

日
（
土
）

１９

操
縦
適
性
検
査
（
飛
行
要
員
の
み
）

５
月　

日
（
日
）

２０

試
験
会
場　
陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯

地
（
旭
川
市
春
光
町
）

受
付
期
間　
４
月
１
日
（
日
）
〜
５

月　

日
（
金
）

１１
お
問
い
合
わ
せ　
自
衛
隊
旭
川
地
方

協
力
本
部
南
地
区
隊!
　

―
０
６
４

２２

８
ま
た
は
役
場
企
画
総
務
課
総
務
係

!
　

―
２
１
１
１
（
内
線　

）
お
よ

８２

２２１

び
募
集
相
談
員
ま
で

募
集
相
談
員　
小
野
利
昌!
　

―
３

８２

７
３
７
（
西
７
号
北　

番
地
）

２５

４月のこよみ

国民年金保険料割引額一覧

３,５５０円口 座 振 替
１ 年 前 納

３,０００円納 付 書
９６０円口 座 振 替

６ カ 月 前 納
６９０円納 付 書

毎月５０円
当 月 分毎月納付（当月末

振替による早割） (年６００円)
※平成１９年２月号広報誌１１ページに記載した保
険料割引額から変更になっています。
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企 画 総 務 課 総 務 係

窓 口 業 務 ･ 開 館 時 間 変 更

の お 知 ら せ

　 ４ 月 か ら 町 職 員 の 勤 務 時 間 の

変 更 に と も な い 、 次 の と お り 窓

口 業 務 お よ び 開 館 時 間 を 　 分 延３０

長 し ま す 。

役 場 庁 舎 　 窓 口 業 務 時 間

　 午 前 ８ 時 　 分 〜 午 後 ５ 時 　 分３０ ３０

教 育 委 員 会 　 窓 口 業 務 時 間

　 午 前 ８ 時 　 分 〜 午 後 ５ 時 　 分３０ ３０

町 立 診 療 所 　 診 療 受 付 時 間

　 午 前 ８ 時 　 分 〜 午 後 ５ 時 　 分３０ ３０

文 化 ギ ャ ラ リ ー 　 開 館 時 間

　 午 前 　 時 〜 午 後 ５ 時 　 分１０ ３０

　 そ の 他 の 施 設 の 業 務 時 間 に 変

更 は あ り ま せ ん 。
 

教 育 委 員 会 社 会 教 育 課

学 童 保 育 指 導 員 を 募 集 し

ま す
　 留 守 家 庭 学 童 保 育 セ ン タ ー の

指 導 員 を 募 集 し ま す 。

　 希 望 さ れ る 方 は 、 ４ 月 　 日１８

（ 水 ） ま で に 申 込 み く だ さ い 。

採 用 人 員 　 臨 時 指 導 員 １ 名

採 用 条 件 　 原 則 と し て 、 教 諭 ま

た は 保 育 士 の 資 格 を 持 つ 　 歳 ま５０

で の 方

採 用 予 定 月 日 　 ５ 月 １ 日

賃 　 　 金 　 時 給 　 円 （ 東 川 町 臨７８
０

時 職 員 賃 金 規 定 に よ る 。 ）

勤 務 日 　 月 曜 日 〜 土 曜 日 （ 日

曜 ・ 祝 日 、　 月 　 日 〜 １ 月 ５ 日 、１２ ３１

８ 月 　 ・　 日 を 除 く 。 ）１５ １６

勤 務 時 間

〇 平 日 　 午 前 　 時 〜 午 後 ５ 時１１

〇 土 曜 日 お よ び 長 期 休 業 期 間

（ 夏 休 み 、 秋 休 み 、 冬 休 み 、 春

休 み ）　 午 前 ８ 時 〜 午 後 ５ 時

勤 務 場 所 　 東 川 町 留 守 家 庭 学 童

保 育 セ ン タ ー （ 東 町 １ 丁 目 ７ 番

５ 号 ）

提 出 書 類 　 東 川 町 作 成 の 「 定 数

外 職 員 履 歴 書 」 １ 部 （ 履 歴 書 は

役 場 企 画 総 務 課 お よ び 改 善 セ ン

タ ー 内 社 会 教 育 課 に あ り ま す 。 ）

そ 　 の 　 他 　 面 接 日 等 は 後 日 、

連 絡 し ま す 。

お 問 い 合 わ せ お よ び 申 込 み

　 教 育 委 員 会 社 会 教 育 課 ! 　 ―８２

２ １ １ １ （ 内 線 　 ）５８
６

 

保 健 福 祉 課 社 会 福 祉 係

児 童 手 当 が 平 成 　 年 ４ 月１９

（ ６ 月 支 給 分 ） か ら 一 部

増 額 さ れ ま す

　 児 童 手 当 法 の 一 部 改 正 に よ

り 、 ３ 歳 未 満 （ 平 成 　 年 ４ 月 １１６

日 以 降 に 出 生 ） の 児 童 に 対 す る

児 童 手 当 が 月 額 １ 万 円 に 増 額 さ

れ ま す 。 （ ３ 歳 以 上 の 児 童 に 支

給 さ れ る 手 当 は 、 今 ま で と 同 じ

月 額 ５ 千 円 で す 。 ）

　 な お 、 今 回 の 改 正 に 伴 い 保 護

者 の 方 が 新 た に 申 請 を 行 な う 必

要 は あ り ま せ ん 。

　 現 在 、 児 童 手 当 を 受 給 し て い

る 方 で ３ 歳 未 満 の 児 童 を 養 育 さ

れ て い る 方 は 、 ６ 月 支 給 分 の 手

当 か ら 増 額 さ れ ま す 。

お 問 い 合 わ せ 　 保 健 福 祉 課 社 会

福 祉 係 ! ８ ２ ― ２ １ １ １ （ 内 線

　 ）５０
１

 

税 務 住 民 課 税 務 係

平 成 　 年 度 固 定 資 産 税１９

（ 土 地 ・ 家 屋 ） 課 税 台 帳

の 縦 覧 に つ い て

　 平 成 　 年 度 の 固 定 資 産 税 の 課１９

税 内 容 に つ い て 確 認 し て い た だ

く た め 、 「 土 地 ・ 家 屋 の 課 税 台

帳 」 を 次 に よ り 縦 覧 い た し ま す 。

　 昨 年 、 土 地 の 売 買 や 家 屋 を 新

築 ・ 増 築 又 は 取 り 壊 さ れ た 方 は 、

特 に ご 覧 く だ さ い 。

　 詳 し く は 税 務 住 民 課 税 務 係 !

　 ― ２ １ １ １ （ 内 線 　 ） ま で お８２ １２
７

問 い 合 わ せ 下 さ い 。

縦 覧 期 間 　 ４ 月 ２ 日 （ 月 ） 〜 ７

月 　 日 （ 火 ） （ た だ し 、 土 ・ 日 曜３１
日 ・ 祝 日 を 除 く 。 ）

縦 覧 時 間 　 午 前 ８ 時 　 分 〜 午 後３０

５ 時 　 分３０

縦 覧 場 所 　 役 場 税 務 住 民 課 内

北
海
道
交
通
安
全
運
動
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

東
川
町
、
東
川
町
交
通
安
全
協
会
、
東
川
・
東
川
西
・
志
比
内
駐
在
所

東
川
町
防
犯
協
会
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ト
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プ・
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交
通
事
故
死

～
目
指
せ
　
安
全
で
安
心
な
車
社
会
　
北
海
道
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実
施
日
時
　
４
月
６
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～

場
　
　
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
集
団
検
診
室

!
"
#
$
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す
べ
て
の
赤
ち
ゃ
ん
が
、
楽

し
く
幸
せ
な
ひ
と
と
き
が
持
た

れ
る
こ
と
を
願
い
、
ひ
と
り
ひ

と
り
の
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
を
手

渡
す
運
動
で
す
。
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大 雪 地 区 広 域 連 合

平 成 　 年 度 分 介 護 保 険 料１８

な ら び に 国 民 健 康 保 険 料

の 納 付 の お 願 い

　 大 雪 地 区 広 域 連 合 が 行 な う 介

護 保 険 事 業 な ら び に 国 民 健 康 保

険 事 業 に つ い て は 、 皆 様 に 負 担

い た だ い て い る 貴 重 な 保 険 料 を

財 源 と し て 運 営 し て い ま す 。

　 平 成 　 年 度 分 介 護 保 険 料 ・ 国１８

民 健 康 保 険 料 に つ き ま し て 納 付

の ご 確 認 を い た だ き 、 既 に 納 期

を 迎 え て い る も の で 、 ま だ 納 付

が お 済 み で な い 保 険 料 は お 早 め

に 納 付 く だ さ い ま す よ う お 願 い

い た し ま す 。

　 な お 、 保 険 料 の お 支 払 い が 困

難 で あ る 場 合 な ど 、 保 険 料 の お

支 払 い に つ い て の 相 談 は 、 東 川

町 税 務 住 民 課 総 合 収 納 対 策 室 !

　 ― ２ １ １ １ （  内 線 　 ・　 ） ま８２ １４
５
１２
１

で ご 相 談 く だ さ い 。

 

憲 法 講 座 （ 講 演 会 ） 開 催

の お 知 ら せ

　 人 類 の 歴 史 の 中 で 憲 法 が 誕 生

し た 理 由 、 憲 法 が 国 の 土 台 と 言

わ れ る 理 由 な ど 憲 法 に つ い て の

学 習 会 （ 東 川 ９ 条 の 会 ） を 開 催

し ま す 。

日 　 時 　 ４ 月 　 日 （ 日 ） 午 後 ６２２

時 　 分 〜３０
場 　 所 　 農 村 環 境 改 善 セ ン タ ー

研 修 室 （ 東 町 １ 丁 目 　 ― ３ ）１５

講 　 師 　 近 藤 伸 生 さ ん （ 弁 護 士 ）

テ ー マ 　 ｢ 共 謀 罪 っ て な に ？ ｣

話 し 合 う こ と が 罪 に な る 可 能 性

が あ る っ て 本 当 ？ 昔 あ っ た 治 安

維 持 法 と 似 て い る っ て 本 当 ？ 憲

法 で 保 障 さ れ て い る 結 社 、 表 現

の 自 由 な ど に つ い て 学 び ま す 。

参 加 費 　 　 円１０
０

お 問 い 合 わ せ 　 矢 部 ! 　 ― ５ ４８２

７ ０

 

交 通 事 故 防 止 に 貢 献

　 町 政 の 伸 展 に 寄 与 さ れ た 方 々

に 対 し て 贈 る 町 表 彰 条 例 に 基 づ

き 、　 年 の 永 き に わ た っ て 交 通１０

事 故 防 止 の た め 活 躍 さ れ て い

る 、 交 通 安 全 指 導 員 の 米 田 和 子

さ ん に ３ 月 　 日 役 場 応 接 室 で 表１２

彰 状 を 授 与 し ま し た 。

公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

４
月
２
日
（
月
）
か
ら２
０日
（
金
）

受
付
期
間

税
務
住
民
課
住
宅
下
水
道
係
（
役
場
庁
舎
１
階
４
番
窓
口
）

受
付
場
所

３
戸

募
集
戸
数

印
鑑
、
平
成１
８年
１
月
か
ら１
２月
ま
で
の
所
得
の
状
況
が
確
認
で
き
る
書
類
（
所
得
証
明
、
源
泉
徴

収
票
な
ど
）、
納
税
証
明
書
、
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
書
類

持
ち
物

そ
　
の
　
他

建
築
年
・
構
造
・
設
備
等

間
取
り
･戸
数
･家
賃

場
　
　
所

募
集
団
地

※
家
賃
の
他
温
水
器
、
暖
房
機
、
調
理
器
の
リ
ー
ス
料

３
,６７
５
円
が
別
途
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
平
成
１３
年

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建

・
浴
室
（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
）、
オ
ー
ル

電
化
住
宅
、
物
置
、
駐
車
場
１
台

・
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
５０
.９
㎡
）

・
１
戸
（
１
階
）

・
１
万
６９
００
円
～

　
　
　
　
　
　
４
万
９２
００
円

西
町
３
丁
目

８
番

清
流
中
央
団

地
Ａ
１

①

※
家
賃
の
他
温
水
器
、
暖
房
機
、
調
理
器
の
リ
ー
ス

料
５
,７７
５
円
が
別
途
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
平
成
１４
年

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建

・
浴
室
（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
）、
オ
ー
ル

電
化
住
宅
、
物
置
、
駐
車
場
１
台

・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
７９
.９
㎡
）

・
１
戸
（
１
階
）

・
２
万
６９
００
円
～

　
　
　
　
　
　
７
万
８２
００
円

西
町
３
丁
目

８
番

清
流
中
央
団

地
Ａ
２

②

・
平
成
２
年

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建

・
浴
室
（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
）、
物
置
、

駐
車
場
１
台

・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
７１
.３
㎡
）

・
１
戸
（
２
階
）

・
２
万
２２
００
円
～

　
　
　
　
　
　
４
万
８８
００
円

北
町
３
丁

目
１０
番

北
団
地
Ａ
１

③ 入
居
資
格

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
地
を
有
す
る
方
お
よ
び
本
町
に
居
住
を
希
望
さ
れ
て
い

る
方
で
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方

（
１
）
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
約
中
の
方
な
ど
含
む
）
が
い

る
方

※
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
単
身
で
の
入
居
が
認
め

ら
れ
ま
す
（
身
体
・
精
神
上
著
し
い
障
が
い
が
あ
る
た
め
、
居
宅
で
の
生
活
が

困
難
な
場
合
は
除
か
れ
ま
す
。）

　
　
①
昭
和
３１
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

　
　
②
身
体
障
害
者
障
害
程
度
等
級
表
１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
方

　
　
③
精
神
障
害
者
障
害
等
級
1級
か
ら
3級
ま
で
の
方
、
知
的
障
害
者
精
神
障
害

に
相
当
す
る
方

　
　
④
被
生
活
保
護
者
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
者
等

（
２
）
世
帯
の
収
入
金
額
が
月
額
２０
万
円
以
下

※
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
２６
万
８０
００
円
ま
で
基
準
額
が
引
き

上
が
り
ま
す
。

　
　
①
昭
和
３１
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
者
で
あ
り
、
か
つ
同
居
者
も
昭
和

３１
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
者
又
は
１８
歳
未
満
の
者
が
あ
る
場
合

　
　
②
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
者
が
あ
る
場
合

　
　
③
身
体
障
害
者
障
害
程
度
等
級
表
１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
者
が
あ
る
場
合

　
　
④
精
神
障
が
い
者
（
等
級
１
級
～
３
級
）、
知
的
障
が
い
者
（
精
神
障
が
い

の
程
度
に
相
当
）

　
　
⑤
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
者
等
が
あ
る
場
合

●
一
般
住
宅

選
考
方
法
　
公
営
住
宅
等
入
居
者
選
考
委
員
会
を
開
催
し
、
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
※
選
考
委
員
会
で
決
定
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
公
開
抽
選
会
を
開
催
し
ま
す
。
開
催
日
は
未
定
で
す
。

入
居
予
定
日
　
５
月
上
旬

敷
　
　
　
　
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

お
問
い
合
わ
せ
　
税
務
住
民
課
住
宅
下
水
道
係
!
８２
－
２１
１１
（
内
線
１２
９
）
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ひ が し か わ パ ー ク ゴ ル フ 協 会

会 員 募 集 の お 知 ら せ

　 近 年 、 手 軽 に 行 な え 、 適 度 な

運 動 に よ る 健 康 維 持 が 図 れ る ス

ポ ー ツ と し て 、 パ ー ク ゴ ル フ を

愛 好 す る 方 が 増 え て い ま す 。

　 あ な た も 青 空 の 下 、 グ リ ー ン

の 上 で 爽 や か な 汗 を か い て み ま

せ ん か !

対 　 象 　 東 川 町 民 ま た は 町 内 に

通 勤 ・ 通 学 す る 満 　 歳 以 上 の 方１６

会 　 費   年 額 ２ 千 円

内 　 容

① マ ナ ー 、 ル ー ル お よ び 技 術 指

導 を 行 い ま す 。

② 月 例 会 お よ び 主 催 大 会 な ど に

参 加 で き ま す 。

③ そ の 他 多 く の 会 員 と 楽 し く プ

レ ー し 、 仲 間 が 増 え ま す 。

シ ー ズ ン 開 幕 大 会 開 催 の

お 知 ら せ

　 ひ が し か わ パ ー ク ゴ ル フ 協 会

で は 次 に よ り パ ー ク ゴ ル フ 大 会

を 開 催 し ま す の で 、 多 数 の 皆 さ

ん の 参 加 を お 待 ち し て い ま す 。

日 　 時 　 ４ 月 　 日 （ 月 ） 受 付 午３０

前 ８ 時

場 　 所 　 親 水 公 園 パ ー ク ゴ ル フ

場 （ 西 ４ 号 忠 別 川 河 川 敷 ）

参 加 資 格 　 東 川 町 民 ま た は 町 内

に 通 勤 ・ 通 学 す る 満 　 歳 以 上 の１６

方
参 加 料 　 　 円 （ 協 会 会 員 　 円 ）５０
０

４０
０

当 日 受 付 時 に 徴 収 し ま す 。 コ ー

ス 使 用 料 及 び 道 具 使 用 料 は 、 別

途 負 担 と な り ま す 。

競 技 方 法 　

① 国 際 パ ー ク ゴ ル フ 協 会 規 則 に

基 づ い て 行 い ま す 。

② 男 女 別 の 個 人 戦 と す る 。

③ 　 ホ ー ル ス ト ロ ー ク プ レ イ と３６
す る 。

表 　 彰 　 男 子 は 、 １ 位 か ら ５ 位

ま で と 飛 び 賞 、 Ｂ Ｂ 賞 と す る 。

女 子 は 、 １ 位 か ら ３ 位 ま で と 飛

び 賞 、 Ｂ Ｂ 賞 と す る 。 同 じ ス コ

ア の 場 合 は 、 年 長 者 を 上 位 と す

る 。 た だ し 、 男 女 優 勝 者 の み プ

レ ー オ フ に よ り 決 定 す る 。

申 込 み 　 協 会 の 入 会 や 開 幕 大 会

へ 参 加 を 希 望 さ れ る 方 は 、 ひ が

し か わ パ ー ク ゴ ル フ 協 会 事 務 局

福 家 （ ! 　 ― ２ ３ ４ ３ ） ・ 梶 田８２

（ ! 　 ― ２ ９ ５ ２ ） 、 川 島 会 長８２

（ ! 　 ― ２ ０ ４ ３ ） ま で お 電 話８２

を く だ さ い 。 な お 、 申 込 み に 必

要 な 事 項 は 住 所 、 氏 名 、 生 年 月

日 、 電 話 番 号 と な っ て い ま す 。

　 い ず れ も 不 在 の と き は 、 留 守

電 に 必 要 事 項 を 録 音 し て く だ さ

い 、 後 ほ ど 事 務 局 か ら お 電 話 し

ま す 。

資
源
ご
み
の
分
別
で
ご
み
の
減
量
に
な
り
ま
す

資
源
ご
み
の
分
別
で
ご
み
の
減
量
に
な
り
ま
す
！！

ご
み
減
量
化
情
報
誌

も
っ
く
る
ニ
ュ
～
ス
 vo
l.１

発
 行
　
　
税
務
住
民
課

　
 　
　
　
環
境
衛
生
係

!
"
#
$
%
&
'
(
)
*
+
,
'
-
'
!

!
!

　
最
近
、
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
新
聞
紙

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
大
量
に
出
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ご
み
と
言
っ
て
も
、
大
切
な
資
源
で

す
。
分
別
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
製
品
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。　

　
出
し
て
い
る
ゴ
ミ
の
内
容
を
確
認
し

て
、
し
っ
か
り
分
別
し
、
資
源
化
す
る
こ

と
で
ご
み
は
減
り
ま
す
。

　
ご
み
の
資
源
化
と
減
量
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　
今
回
は
、
分
別
方
法
を
誤
っ
て
い
た
た

め
、
収
集
で
き
な
か
っ
た
例
を
紹
介
し
ま

す
。

!
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"
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$
%
&
'
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)
*
+
#
,
-
!

!
"
#
$
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$
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○
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

を
外
し
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
は
「
そ
の

他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
の
指
定
袋
か
、
大

き
い
も
の
で
あ
れ
ば
ひ
も
で
縛
っ
て
資

源
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

!
!
!
"
#
$
%
&
'
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)
*
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,
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"
#
$
%
&
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○
セ
ト
モ
ノ
や
ガ
ラ
ス
食
器
・
板
ガ
ラ
ス

は
資
源
と
し
て
再
生
出
来
ま
せ
ん
。
燃

や
せ
な
い
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。
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○
ポ
リ
バ
ケ
ツ
や
定
規
・
子
供
の
お
も

ち
ゃ
な
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の
無

い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
、
資
源
と
し

て
処
理
で
き
な
い
た
め
、
燃
や
せ
る
ご

み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
汚
れ
の
ひ
ど
い
も
の
は
リ
サ
イ

ク
ル
業
者
が
引
き
取
っ
て
く
れ
ま
せ

ん
。
洗
っ
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
フ
タ
は
、
そ
の
他
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
で
資
源
ご
み
と
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　 　
他
に
東
川
町
指
定
ご
み
袋
以
外
で
出
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
今
一
度
!
"
#
$
%
&
'
(
)
!
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
不
明
な
点
は
、
役
場
税
務

住
民
課
環
境
衛
生
係
!
８２
－２
１１
１（
内
線

１２
３）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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○ 赤 十 字 は 、 あ な た の 善 意 が 支 え で す 。

　 赤 十 字 は 、 明 る く 住 み よ い 平 和 な 社 会

を 築 き あ げ る た め 、 血 液 事 業 の 推 進 や 国

内 外 の 災 害 時 の 医 療 救 護 ・ 救 援 物 資 や 義

援 金 の 贈 呈 な ど 、 い ろ い ろ な 事 業 を 行

い 、 世 界 の 平 和 と 福 祉 に 役 立 つ 願 い で 活

動 し て い ま す 。

　 そ の 活 動 を 支 え て い る の が 、 善 意 に よ

る 社 資 （ 社 員 ） と 寄 付 金 、 そ し て 労 力 を

提 供 す る 多 く の 奉 仕 者 で す 。

　 平 成 　 年 度 の 東 川 町 分 区 の 決 算 書 は 、１８

次 の と お り で す の で 今 後 と も 、 ご 理 解 と

ご 協 力 を お 願 い 致 し ま す 。

平 成 　 年 ４ 月１９

　 日 本 赤 十 字 社 東 川 町 分 区

分 区 長 　 東 川 町 長 　 松 岡 市 郎

　 東 川 町 防 犯 協 会 で は 、 町 民 の 安 全 や 青

少 年 の 健 全 育 成 を 図 る た め の 活 動 を 行 っ

て い ま す 。

　 昨 年 、 本 町 で は 、 学 校 や 通 園 通 学 路 で

の 犯 罪 等 は 発 生 し て お り ま せ ん が 、 し か

し 、 今 日 的 社 会 状 況 を 見 る 時 、 児 童 生 徒

の 安 全 が 確 保 で き る よ う な 体 制 作 り 等 が

求 め ら れ て お り ま す 。

　 こ の よ う な 中 で 、 平 成 　 年 度 も 小 学 校１８

新 入 生 に は 、 防 犯 ブ ザ ー を 配 布 し て 着 用

い た だ い て お り ま す 。

　 ま た 、 一 人 暮 ら し の 高 齢 者 を 狙 っ た オ

レ オ レ 詐 欺 等 に 対 す る 啓 発 も 、 新 聞 折 込

チ ラ シ や 防 災 無 線 等 を 活 用 し て き ま し た 。

　 「 青 少 年 は 地 域 社 会 が 育 む 」 と 云 う 視 点

に 立 っ て 関 係 機 関 ・ 団 体 が 連 携 し 、 更 に

は 、 町 民 が 日 頃 か ら 防 犯 意 識 の 高 揚 に 努

め 、 犯 罪 の 無 い 明 る い ま ち づ く り を 進 め

な け れ ば な り ま せ ん 。

　 こ の た め 、 全 町 民 （ 全 世 帯 ） が 会 員 と な

っ て 頂 く 中 で 、 各 行 政 区 長 様 が 協 力 員 と

し て 防 犯 組 織 の 活 動 を 実 施 し て お り ま す 。

　 な お 、 会 費 と し て 、 一 世 帯 に つ き 　 円１０
０

を 頂 い て お り ま す の で 、 平 成 　 年 度 の 東１８

川 町 防 犯 協 会 収 支 決 算 報 告 書 を （ 監 査 実

施 月 日 ３ 月 　 日 ） 誌 面 を 借 り て 掲 載 い た２３

し ま し た の で 、 是 非 、 ご 覧 い た だ き 、 よ

り 一 層 の ご 理 解 と ご 協 力 を 賜 り た く お 願

い 申 し 上 げ ま す 。

平 成 　 年 ４ 月１９
東 川 町 防 犯 協 会 　 会 長 　 川 上 隆 司
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温 か い 善 意  

あ り が と う ご ざ い ま す

　 ２ 月 　 日 か ら ３ 月 　 日 ま で に１６ １５

社 会 福 祉 事 業 に ご 寄 付 を い た だ

い た 方 は 、 次 の と お り で す 。

《 ご 香 典 の 返 礼 に か え て 》　

　 　 　 　 区 　 照 井 千 代 春 　 様２１
　 区 西 町 　 西 多 　 孝 道 　 様１７

西 　 　 　 区 　 水 野 ア キ ヱ 　 様

西 町 ２ 丁 目 　 尾 形 　 節 子 　 様

　 　 　 　 区 　 堀 一 洋 一 郎 　 様２７
　 　 　 　 区 　 渡 辺 　 慶 子 　 様１１

旭 　 川 　 市 　 安 達 　 節 子 　 様

今 月 の く ら し の 相 談 日 の

ご 案 内

　 町 民 の み な さ ん の 困 っ て い る

こ と な ど 、 相 談 日 を 設 け て 毎 月

１ 回 、 第 ３ 木 曜 日 の 午 後 １ 時 　 ３０

分 か ら 午 後 ４ 時 ま で 、 社 会 福 祉

協 議 会 事 務 局 内 相 談 室 で 相 談 に

応 じ て い ま す 。

　 今 月 の 相 談 日 と 相 談 員 は 、 次

の と お り で す 。
 

社 会 福 祉 協 議 会

社 協 通 信

４ 月 　 日１９ 久 　 保 　 ミ チ 子

! 北 海 道 看 護 協 会

あ な た の 技 術 を も う 一 度

生 か し て み ま せ ん か 　 !!

　 北 海 道 看 護 協 会 で は 、 北 海 道

か ら の 委 託 事 業 と し て 看 護 師 の

方 々 の 「 再 就 業 体 験 研 修 」 を 行 っ

て い ま す 。

　 看 護 師 免 許 を お 持 ち で 「 仕 事

に つ き た い 」 と 考 え て い る け れ

ど 休 職 期 間 が 長 い 、 就 業 経 験 の

な い 職 場 へ 就 職 を 考 え て い る け

れ ど 、 不 安 か ら 再 就 業 に 踏 み 切

れ な い で い る 方 の た め に 、 見 学

や 実 習 な ど の 研 修 を 通 し て 職 場

復 帰 の 支 援 を 行 っ て い ま す 。

　 詳 し い 内 容 は 、 次 の と こ ろ に

お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

対  象  者 　 １ 年 以 内 に 再 就 職 の

希 望 の あ る 方

研 修 場 所 　 研 修 対 象 者 の 希 望 す

る 施 設

研 修 内 容 　 看 護 技 術 の 見 学 や 実

習 （ １ 〜 ５ 日 程 度 ）

研 修 時 期 　 随 時 受 付 け

受  講  料 　 無 料

お 問 い 合 わ せ 　 ! 北 海 道 看 護 協

会 　 北 海 道 ナ ー ス セ ン タ ー

! -０ １ １  ８ ６ ３ ‐ ６ ７ ３ １

-ｅ  ナ ー ス セ ン タ ー ホ ー ム ペ ー ジ

http://www.nurse-center.net                           / 
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道 の 駅 人 気 ラ ン キ ン グ

　 ４ 月 に な り 、 早 い も の で 道

草 館 も 、 道 の 駅 に な っ て ３ 年

目 を 迎 え ま し た 。

　 年 々 、 来 館 者 も 増 え て お

り 、 中 に は 東 川 町 を 気 に 入 っ

て 何 度 も 訪 れ る リ ピ ー タ ー の

方 も 多 い よ う で す 。

　 と こ ろ で 、 旅 雑 誌 「 じ ゃ ら

ん 」 ４ 月 号 誌 上 に 掲 載 さ れ て

い る 「 道 の 駅 人 気 ラ ン キ ン グ 」

は ご 覧 に な り ま し た か ？

　 こ れ は 、 毎 年 じ ゃ ら ん 読 者

の 投 票 に よ り 、 道 内 の 人 気 の

道 の 駅 を ラ ン キ ン グ す る 企 画

で 、 わ が 「 ひ が し か わ 道 草 館 」

は 、 昨 年 の 　 位 よ り １ ラ ン ク１２

ア ッ プ の 第 　 位 に な り ま し た１１

　 !!
　 現 在 、 道 内 の 道 の 駅 は 　 箇９５

所 あ り 、 新 し い 駅 も 増 え る

中 、 こ の ラ ン キ ン グ は 本 当 に

嬉 し く 思 い ま す 。

　 こ の 嬉 し い 気 持 ち を バ ネ に

し て よ り 良 い 駅 を 目 指 し 、 来

年 は ト ッ プ 　 入 り し た い と 思１０

い ま す 　 !!

! " # $ %! " # $ % !!

　
今
年
の
第
１４
回
全
国
高
等
学
校
写
真
選
手
権
大
会
（
写
真
甲
子

園
２０
０７
）
は
、
３
月
２０
日
に
全
国
の
高
等
学
校
等
に
対
し
、
初
戦

作
品
の
応
募
要
項
を
発
送
し
、
本
戦
大
会
に
向
け
て
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

  こ
の
中
、
講
談
社
発
行
の
＜
月
刊
 T
he
 デ
ザ
ー
ト
４
月
号
＞
に

て
「
写
真
甲
子
園
」
を
題
材
に
し
た
少
女
向
け
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
漫

画『
写
真
の
神
様
』【
漫
画
／
岡
井
ハ
ル
コ
、
原
作
／
山
崎
由
美
】が

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
漫
画
は
、
１３
５
ペ
ー
ジ
の
長
編
読
み
き
り
漫
画
と
し
て
掲

載
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
５
月
１１
日
に
は
単
行
本
と
し
て
も
発
行

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
漫
画
を
書
い
た
岡
井
ハ
ル
コ
さ
ん
は
本
作
品
の
他
に

も
、
東
川
町
観
光
大
使
で
あ
る
森
崎
博
之
さ
ん
が
舞
台
用
に
執
筆

し
た
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
」
～
想
い
続
け
た
キ
ミ
へ
の
贈
り
物
～
を
題

材
に
し
た
漫
画
も
手
が
け
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
漫
画
に
つ
い
て
は
、
町
内
を
初
め
全
国
の
各
書
店
に
て
現

在
発
売
中
で
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

写
真
甲
子
園
を
題
材
に
し
た
コ
ミ
ッ
ク
が

発
売
さ
れ
ま
し
た

「
写
真
の
町
」
情
報
館
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し た 。 最 初 の 　 年 間 は 自 治 医 大１１

卒 業 生 と し て 、 利 尻 、 礼 文 島 な

ど の 離 島 医 療 、 道 立 紋 別 病 院 な

ど 地 域 の 中 核 病 院 を 中 心 に 勤 務

し ま し た 。

　 そ の 後 、 前 任 地 の 室 蘭 日 鋼 記

念 病 院 で ２ 年 間 、 旭 川 赤 十 字 病

院 で ９ 年 間 、 糖 尿 病 ・ 高 脂 血 症

を 中 心 に 診 療 し て 参 り ま し た 。

　 今 後 は 、 町 立 診 療 所 を 拠 点 と

し て 、 木 下 所 長 、 コ ・ メ デ ィ カ

ル （ 医 療 従 事 者 ） の 皆 さ ん と 一

緒 に 、 生 活 習 慣 病 の 治 療 や 予 防

な ど に 取 り 組 み た い と 思 い ま

す 。

　 お 気 軽 に ご 相 談 く だ さ い 。

　 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。

　 ４ 月 よ り 佐 崎 医 師 に 代 わ り 、

東 川 町 立 診 療 所 内 科 に 勤 務 し て

い ま す 。

　 医 師 に な り 、 早 　 年 が 経 ち ま２２

赴 任 の ご あ い さ つ

　 よ ろ し く お 願 い し ま す

　 　 　 　 　 町 立 診 療 所 副 所 長

中 田 　 宏 志 　

あ り が と う ご ざ い ま し た 。

　 後 任 に は 、 現 在 、 旭 川 赤 十 字

病 院 内 科 で 活 躍 中 の 中 田 宏 志 先

生 に 来 て い た だ け る こ と に な り

ま し た 。

　 自 己 紹 介 も あ る か と 思 い ま す

が 、 中 田 先 生 は 内 科 の ベ テ ラ ン

で 、 特 に 糖 尿 病 に 造 詣 （ 学 識 ）

が 深 く 、 へ き 地 医 療 の 経 験 者 で

も あ り ま す 。

　 人 柄 も 温 厚 篤 実 で 町 医 と し て

ぴ っ た り の 方 で す 。 ど う ぞ 、 よ

ろ し く お 願 い い た し ま す 。

　 最 後 に な り ま し た が 、 町 民 の

皆 さ ま の こ れ か ら の 「 日 々 の 健

康 と 元 気 で 長 生 き 」 を お 祈 り し 、

退 職 の あ い さ つ と い た し ま す 。

　 定 年 を ２ 年 も 延 長 し て 働 か せ

て い た だ き ま し た が 、 体 力 の 限

界 を 感 じ 、 こ の ３ 月 を も っ て 退

職 す る こ と に し ま し た 。

　 ６ 年 間 と い う 短 い 間 で は あ り

ま し た が 、 大 変 お 世 話 に な り 、

退 任 の ご あ い さ つ

　 お 世 話 に な り ま し た

　 　 前 保 健 福 祉 セ ン タ ー 診 療 所 長

佐 崎 　 捷 彦 　

　 平 成 　 年 ３ 月 よ り 、 東 川 町 に１４

お 世 話 に な っ て ５ 年 間 、 こ の

度 、 退 職 い た し ま し た 。

　 思 え ば 、 く ら し 楽 し く フ ェ ス

テ ィ バ ル 、 写 真 甲 子 園 な ど 町 民

の 皆 さ ま と 一 緒 に な っ て 参 加

し 、 充 実 し た 日 々 を 送 る こ と が

で き ま し た 。

　 郵 便 局 業 務 は 、 地 域 の 皆 さ ま

の 温 か い ご 厚 情 、 ご 支 援 を い た

だ き 順 調 に 経 営 さ せ て い た だ き

ま し た 。 心 か ら 感 謝 と お 礼 を 申

し 上 げ ま す 。

　 ３ 月 　 日 か ら 窓 口 業 務 の み を１９

行 な う 郵 便 局 と し て 、 新 し い ス

タ ッ フ が サ ー ビ ス の 向 上 に 努 め

て お り ま す 。 引 き 続 き ご 支 援 と

ご 協 力 を お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

　 退 職 後 は 、 現 在 地 （ 西 町 ４ 丁

目 ） に 居 住 い た し ま す の で 、 こ

れ ま で 同 様 に 皆 さ ま の ご 指 導 、

ご 鞭 撻 を 賜 り ま す よ う お 願 い 申

し 上 げ 、 退 任 の あ い さ つ と い た

し ま す 。

退 任 の ご あ い さ つ

　 お 世 話 に な り ま し た

前 東 川 郵 便 局 長 　 　 　 　

西 多 　 孝 道 　
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日
曜
日
・
祝
日

土
曜
日

月
曜
日
～
金
曜
日

窓
　
口

お
取
扱
い
い
た
し
ま
せ
ん

９
!００
～１
７!
００

郵
　
便

お
取
扱
い
い
た
し
ま
せ
ん
（
注
）

郵
便
時
間
外
窓
口

(ゆ
う
ゆ
う
窓
口
)

お
取
扱
い
い
た
し
ま
せ
ん

９
!００
～１
６!
００

貯
金
・
保
険

９
!００
～１
７!
００

９
!００
～１
７!
００

８
!４５
～１
８!
００

Ａ
Ｔ
Ｍ

（
注
）
郵
便
の
時
間
外
窓
口
の
代
替
サ
ー
ビ
ス

　
東
川
郵
便
局
の
窓
口
取
扱
時
間
　

　
郵
便
番
号
　

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　
郵
便
物
の
配
達
・
取
集
　

　
郵
便
物
の
配
達
順
路
の
変
更
に
伴
い
、
郵
便
物
の
配
達
時
間
が
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ポ
ス
ト
か
ら
の
郵
便
物
の
取

集
時
刻
を
一
部
変
更
す
る
地
域
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。 旭
川
東
郵
便
局
第
一
集
配
営
業
課
　
!
３７
－３
１８
１

東
川
郵
便
局
　
!
８２
－４
７５
５
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～
生
体
リ
ズ
ム
を
考
え
よ
う
～

○ 寝 る 子 は 育 つ ？

　 こ れ は 本 当 で す 。 寝 て い る 間

に 成 長 ホ ル モ ン が 分 泌 さ れ る か

ら で す 。

　 こ の ホ ル モ ン は 午 後 　 時 か ら１０

午 前 ２ 時 頃 に か け て 活 発 に 分 泌

さ れ る と い わ れ て い ま す 。 夜 、

床 に つ い て か ら ２ 時 間 後 に 分 泌

が 始 ま る よ う で す 。

　 こ の た め 、 お 子 さ ん の 場 合 は 、

午 後 ８ 時 頃 に 寝 る と 、 成 長 ホ ル

モ ン が た っ ぷ り 分 泌 さ れ て 良 い

と さ れ て い ま す 。

　 こ の ホ ル モ ン は 昼 寝 を し て も

分 泌 さ れ 、 疲 れ も と れ ま す 。

　
○ 子 ど も に と っ て の 睡 眠 と は ？

　 大 人 に と っ て の 睡 眠 は 、 脳 を

休 め た り 、 体 を 休 め る と い う 役

割 が 大 き い で す が 、 子 ど も に

と っ て は そ れ だ け で は な さ そ う

で す 。

① 脳 が 発 達 す る … … 記 憶 の 整

理 、 成 長 ホ ル モ ン の 分 泌

② 体 が つ く ら れ る … … 筋 肉 や 骨

の 成 長 、 痛 ん だ 組 織 の 修 復 。

血 圧 や 体 温 の 調 節 、 消 化 、 睡

眠 パ タ ー ン な ど 生 き る た め に

必 要 な 体 の 能 力

③ ス ト レ ス に 耐 え る ホ ル モ ン の

分 泌 … … コ ル チ ゾ ー ル

　 寝 る の が 遅 い と 成 長 に 必 要 な

物 質 の 分 泌 が 悪 く な り ま す 。

　 低 体 温 症 、 疲 れ や す い 、 下 痢 、

発 熱 、 ア レ ル ギ ー 、 日 中 に 覇 気

が な い 、 落 ち 着 き が な い な ど の

症 状 が 出 る こ と が あ り ま す 。

　 ま た 、 朝 の 目 覚 め も 大 事 で 自

然 に 目 覚 め る と 、 コ ル チ ゾ ー ル

と い う 脳 の 働 き を 整 え る ホ ル モ

ン が 活 発 に 分 泌 さ れ ま す 。

　 朝 ６ 時 　 分 頃 に 、 自 然 に 目 が３０

覚 め る よ う に 生 活 リ ズ ム を 整 え

る こ と が 理 想 的 で す 。

○ 「 朝 食 」 も 重 要 な カ ギ

　 ま た 、 「 朝 食 」 を 摂 る こ と は 非

常 に 大 切 で す 。

　 朝 食 を 摂 ら な い 理 由 に 、 食 べ

て い る 途 中 で お な か が 痛 く な

る 、 時 間 が な い 、 親 が 忙 し い 、

な ど と さ ま ざ ま な も の が あ り ま

す が 、 朝 食 抜 き は 、 睡 眠 に も っ

と も 悪 い 影 響 を も た ら す こ と を

ご 存 知 で し ょ う か ？ 。 人 は 体 内

に 　 時 間 で 一 回 り す る 生 活 の リ２５
ズ ム を 持 っ て い ま す 。

　 外 の 光 や 音 を 遮 断 し た 部 屋 で

生 活 す る と 、 睡 眠 と 覚 醒 の リ ズ

ム を 　 時 間 の 周 期 で 繰 り 返 す そ２５

う で す 。

　 と こ ろ が 地 球 の 自 転 は 　 時 間２４

で す 。 私 た ち は 、 実 は 毎 日 １ 時

間 ず つ 早 起 き し て 、 地 球 時 間 に

合 わ せ て 生 活 し て い る こ と に な

り ま す 。

　 こ の 時 差 を 修 正 す る た め に 、

私 た ち は 体 の 中 に ２ つ の 「 目 覚

ま し 時 計 」 を 持 っ て い ま す 。 １

つ が 「 脳 」 、 も う １ つ は 「 肝 臓 」

で す 。

　 脳 の 目 覚 ま し 時 計 は 「 屋 外 の

明 る い 光 を 感 知 す る こ と 」 で 、

肝 臓 の 時 計 は 「 朝 食 を と る こ と 」

で 、 そ れ ぞ れ ス イ ッ チ が 入 っ て

始 動 し ま す 。 と こ ろ が 、 こ の 目

覚 ま し の ス イ ッ チ を 入 れ る 作 業

を 怠 る と 、 生 活 の リ ズ ム が 崩

れ 、 や が て 昼 夜 逆 転 の 生 活 に

な っ て し ま い ま す 。

　 夜 、 自 然 に 眠 く な る た め に

は 、 朝 十 分 な 光 を 浴 び 、 し っ か

り と 食 事 を 摂 る こ と が 必 要 で

す 。

　 ぜ ひ 子 ど も に は 朝 食 を 食 べ さ

せ て か ら 幼 児 セ ン タ ー や 小 ・ 中

学 校 に 送 り 出 し て く だ さ い 。 も

ち ろ ん 大 人 も 同 じ で す 。
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も
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教
室
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制
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乳
幼
児
健
診
 

１３
：３
０
～
　
　
　

 
 

（
通
知
者
以
外
は
１４
：３
０
～
）
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!
!
 
栄
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教
室
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～
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子
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約
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＜
親
子
遊
び
の
体
験
教
室
＞
  予
約
制
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!
!
 
テ
ー
マ
「
新
聞
あ
そ
び
」 
１０
：０
０
～
１１
：３
０

!"
!
!
 
テ
ー
マ
「
１
､２
歳
児
さ
ん
こ
い
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
作
り
」 

１０
：０
０
～
１１
：３
０

!"
!
!
 
テ
ー
マ
「
３
､４
歳
児
さ
ん
こ
い
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
作
り
」 

１０
：０
０
～
１１
：３
０

＜遊
びの
広場
＞（
毎週
月・
火・
水曜
日プ
レイ
ルー
ム開
放）
 
…
９
：０
０
～
１２
：０
０

９
日
・
１０
日
・
１１
日
・
１６
日
・
１７
日
・
１８
日
・
２３
日
・

２４
日
・
２５
日
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東
川
町
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

!
!
!
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 ご
っ
く
ん
教
室
 
!"
!
!
 １
歳
６
ヵ
月
児
健
診

 
乳
幼
児
健
診
 

!"
!
!
 栄
養
教
室

!
!!
!
 元
気っ
子ク
ッキ
ング
 
!"
!
!
 子
育
て
相
談

４
月

!
"
#$
!

　
食
事
の
不
適
切
な
摂
取
、
運
動
不
足
等
に
よ
り
お
こ
る
生
活
習
慣

病
は
年
々
増
加
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
教
室
で
は
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
を
柱
に
健
康
に

つ
い
て
学
習
し
て
い
き
、
身
近
な
材
料
を
使
っ
て
調
理
実
習
を
行

い
、
バ
ラ
ン
ス
・
味
付
け
等
を
確
認
し
な
が
ら
食
生
活
の
見
直
し
と

健
康
を
考
え
る
機
会
で
す
。

（
栄
養
教
室
は
、
希
望
す
る
方
の
み
食
生
活
改
善
推
進
員
と
な
る
単

位
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

!
"
!
　
町
民
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

!
"
!
　
４
月１
９日
（
木
）
午
前１
０時
～
午
後
０
時３
０分
頃
ま
で

!
"
!
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

!
"
!
　「
食
生
活
チ
ェ
ッ
ク
」
～
自
分
の
体
と
食
事
を
考
え
よ
う

　
　
　
　
講
話
・
調
理
実
習
・
試
食
、
希
望
者
に
は
体
脂
肪
測
定

!
"
!
　
筆
記
道
具
・
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

!
"
!
　
食
材
料
の
一
部
と
し
て１
００
円
を
負
担

!
"
#
$
%
&
'
(
)
!
　
保
健
福
祉
課
栄
養
士

!
８２
－２
１１
１（
内
線５
０５
）

!
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#
$
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(
)
*
!

　
町
で
は
、
ふ
れ
あ
い
を
深
め
健
康
で
活
力
あ
る
豊
か
な
生
活
を
目

ざ
し
て
「
高
齢
者
学
級
」
を
開
設
い
た
し
ま
す
。
学
級
で
は
、
生
き

が
い
づ
く
り
と
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
講
演

会
、
陶
芸
･写
真
な
ど
の
実
習
、
体
力
づ
く
り
運
動
、
見
学
旅
行
な
ど

の
体
験
学
習
を
と
お
し
て
、
認
知
症
・
寝
た
き
り
・
閉
じ
こ
も
り
な

ど
の
介
護
予
防
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
す
。

　
町
内
に
お
住
ま
い
の６
０歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
「
高
齢
者

学
級
」
に
加
入
で
き
ま
す
。

　
平
成１
９年
度
の
募
集
は
４
月
上
旬
に
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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保
健
福
祉
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１

　
平
成１
９年
４
月
よ
り
子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種
（
三
種
混
合
、
Ｂ

Ｃ
Ｇ
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
、
ポ
リ
オ
）
は
町
立
診
療
所
で
の
個

別
接
種
に
な
り
ま
す
。

!
"
#
!
　１
３：
００
～１
７：
００

!
"
"
!
　
町
立
診
療
所

!
"
"
!
　
三
種
混
合
　
!"
"
"
"
"
"
"
!!
毎
週
　
火
曜
日

　
　
　
　
　
Ｂ
　
Ｃ
　
Ｇ
　
 …
…
…
…
…
…
…
　
毎
週
　
木
曜
日

　
　
　
　
　
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
　
 …
…
…
　
毎
週
　
金
曜
日

　
　
　
　
　
ポ
　
リ
　
オ
　
 …
…
…
…
…
…
　
５
月１
５日
～１
８日

 
１２
月１
１日
～１
４日

〇
お
子
さ
ん
の
体
調
が
良
好
な
時
に
随
時
、
予
防
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

○
何
の
予
防
接
種
を
ど
の
間
隔
で
受
け
る
と
良
い
か
、
医
師
や
看
護

師
に
十
分
確
認
し
て
か
ら
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
母
子
手
帳
と
住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
（
健
康
保
険
証
・
乳
幼
児

医
療
受
給
者
証
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

〇
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
の
閉
所
期
間
は
予
防
接
種

も
休
診
に
な
り
ま
す
。

○
予
診
票
は
町
立
診
療
所
に
あ
り
ま
す
。
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保
健
福
祉
課
保
健
指
導
係
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０５
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保
健
師
や
栄
養
士
が
健
康
相
談
・
電
話
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
来
室
・
お
電
話
く
だ
さ
い
。

!
"
!
　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
閉
庁
を
除
く
。）

!
"
!
　
午
前
８
時３
０分
～
午
後
５
時３
０分

!
"
!
　
保
健
師
・
栄
養
士

!
"
!
　
健
康
相
談
（
健
康
づ
く
り
・
疾
病
予
防
・
服
薬
や
病
気
療

養
等
に
つ
い
て
）、
血
圧
測
定
、
体
脂
肪
測
定
、
食
生
活
相

談
、
食
事
療
法
、
母
子
健
康
手
帳
の
発
行
、
妊
婦
受
診
券

（
前
期
・
後
期
・
超
音
波
）
の
交
付
、
子
育
て
に
関
す
る

相
談
（
離
乳
食
・
子
供
の
発
達
・
病
気
）、
介
護
に
関
す

る
相
談

!
"
!
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２１
１１
（
内
線５
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・５
０５
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大雪山の素顔だいせつざんのすがお

　このコーナーでは、山岳ガイド、旭岳ビジ
ターセンター、自然解説員など旭岳で活躍する
人たちをリレーして、季節とともに変化する旭
岳の旬のお便りをお届けします。
　高山植物、紅葉、雪、動物など「自然の大博
物館」と言われる大雪山の素顔が見えてくるこ
とでしょう。

短
歌

鬼
も
来
よ
節
分
暖
気
の
宵
な
れ
ば
福
茶
し
つ
ら
え
待
ち
ゐ
る
ほ
ど
に 

!
"
#
"
$
"
%

忘
れ
ぬ
た
め
に
メ
モ
せ
し
紙
を
置
き
忘
れ
詮
な
き
こ
と
と
自
分
を
許
す 

!
"
#
"
$
"
%

鰻
あ
り
き
ゅ
う
り
玉
子
に
太
巻
と
黙
し
て
食
む
や
一
家
三
人 

!
"
#
"
$
"
%

久
し
ぶ
り
に
ソ
ッ
ク
ス
の
踵
編
み
な
が
ら
娘
に
教
へ
ゐ
る
時
を
忘
れ
て 

!
"
#
"
$
"
%

や
り
直
し
利
か
ぬ
人
生
さ
ぐ
り
き
て
鉢
花
に
言
葉
か
け
て
水
や
る 

!
"
#
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$
%
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見
上
ぐ
れ
ば
し
ら
し
ら
細
き
昼
の
月
こ
の
世
の
残
酷
み
ん
な
嘘
で
す 

!
"
#
"
$
"
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隣
り
家
の
見
事
に
大
き
い
雪
だ
る
ま
道
行
く
人
に
語
り
か
け
居
る 

!
"
#
"
$
%
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素
晴
ら
し
き
出
会
い
と
思
ひ
喜
ぶ
に
必
ず
別
れ
が
つ
い
て
来
る
と
は 

!
"
#
"
$
%
&

バ
レ
ン
タ
イ
ン
も
無
縁
と
な
る
や
団
塊
の
息
の
お
す
そ
わ
け
の
チ
ョ
コ
も
淋
し
く !
"
#
"
$
%
&

今
年
は
な
ん
た
る
冬
よ
昨
日
の
雨
今
朝
は
豪
雪
悩
ま
さ
れ
い
る 

!
"
#
"
$
"
%

同
世
代
集
え
ば
語
る
貧
困
を
忍
び
こ
ら
え
し
半
世
紀
な
り 

!
"
#
"
$
"
%

た
そ
が
れ
は
酸
い
か
甘
い
か
塩
ぱ
い
か
と
り
と
め
も
な
き
わ
が
影
法
師 

!
"
#
"
$
"
%

四
・
六
時
中
世
話
し
て
く
る
る
人
あ
り
て
我
は
な
ん
と
か
息
を
し
て
い
る 

!
"
#
"
$
%
&

俳
句

悲
し
く
て
笑
ふ
ほ
か
な
く
卆
業
す 

!
"
#
"
$
"
%

弥
生
尽
人
の
別
れ
を
せ
か
す
か
に 

!
"
#
"
$
"
%

啓
蟄
や
ひ
き
こ
も
り
や
め
い
ざ
行
か
ん 

!
"
#
"
$
%
&

恋
猫
を
見
か
け
ぬ
街
の
影
は
鋭
角 

!
"
#
"
$
"
%

幾
星
霜 
緋 
き
毛
氈
雛
飾
る 

!
"
#
"
$
%
!

あ
か

啓
蟄
や
旅
始
ま
り
ぬ
光
な
か 

!
"
#
"
$
"
%

吾
れ
泣
け
ば
雛
も
泣
き
た
る
夜
の
在
り
ぬ 

!
"
#
"
$
"
%

寝
乱
れ
た
髪
梳
く
春
の
ひ
び
き
か
な 

!
"
#
"
$
"
%

人
の
訃
を
聞
き
か
え
し
聞
く
春
あ
ら
し 

!
"
#
"
$
"
%

東
風
う
け
て
農
の
六
感
擽
れ
り 

!
"
#
$
%
&
'

も
て
な
し
の
客
の
茶
菓
子
は
春
の
彩 

!
"
#
"
$
"
%
&
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　仕事に向かう途中、買い物に行く途中、家に帰る途中、ふと見上

げると大きく広く続く山並み。大雪山は東川の町中からよく見える

山です。見慣れた人には、そこにあるのが当たり前で、特段感慨も

ない風景になっているかもしれません。でも、この山、実はとてつ

もない魅力を秘めています。

　例えば、たった一度大雪山を歩いてしまったがために、登山とは

無縁の生活を送っていた学生が、今や日々山を歩くことを生業とす

るようになったとか。都会で生まれ育った人間が、引き寄せられる

ように大雪山の麓に移り住んで来たとか。まあ、両方とも私のこと

なんですが、こんなふうに大雪山によって人生が一変してしまった

人もいるくらいです。

　だって、大雪山の素敵なことと言ったら！広くて、高くて、平ら

で。荒涼としていて、そしてどことなく毅然としていて。こんな風

景が世の中に存在して、そして、そこを歩くことができるなんて

……。初めて登ったときに受けた衝撃と高揚感は今でも忘れられま

せん。

　そして大雪山に惹かれるのは、なにも私に限った話ではなく、ま

わりの仕事仲間・山仲間はそんな人ばかりです。誰もが大雪山のこ

とが大好きで、たくさんの人が遠くからやってきています。

　多くの人を引き寄せる魅力に満ちた山。東川の町中からよく見え

る、あの山はそんな素敵な山なのです。

山楽舎BEAR　土栄　拓真
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文化交流館
新刊図書・ビデオ

案内

!"#!
貸出期間は、図書は１
人５冊まで１４日間、
ビデオは１人２本ま
で４日間です。返却
期間を守りましょう。
（夜間返却窓口もご利
用ください。）

　他人には優しいが、とことんマイペー
スな天然キャラの「黒髪の乙女」。そんな
彼女に密かに想いを寄せる「先輩」は、
なるべく彼女の目にとまるよう「偶然の」
出会いを心がけてきた。吉田神社で、銀
閣寺で、哲学の道で。例え彼女は毎回こ
の想いに気がつかなくとも！　二人の前
に巻き起こる奇々怪々なる面々が起こす
珍事件の数々、そして運命の大回転！　
キュートで奇抜な恋愛小説in京都。

!"#$%&'()*+,- !
著：森見登美彦　／　刊：角川書店

　からだが小さくて、病気がちな少年
マックスは、クリスマスにおじさんから
『でっかいいじめっこなんかこわくな
い』という本をプレゼントされ、その本
がとてもおもしろかったことと、おおき
くなったら作家になりたいということを
手紙にかいて作者のルーカスに出しまし
た。一通の手紙をきっかけにマックスと
ルーカスはペンを通じて友情を深め、お
互いの心の支えとなり……。

!"#$%&'()*+ !
著：D.J.ルーカス　／　訳：千葉茂樹　／　刊：あすなろ書房

　「いたずらの王者」になることを夢見て修行
の旅を続けるゾロリと、子分のイシシとノシ
シの三人は、ある日海賊タイガーに襲われて
いたテイルという少女を助ける。テイルの持
つペンダントにあった地図の謎を解き明かし
たゾロリは、お宝を探し出すことに……。待
ち受けるのはピンチか？　チャンスか？子供
たちに大人気の児童書を原作にした、ハラハ
ラドキドキのアニメ映画版。（５３分）

!"#$%&'()*+,-./012345 ! ! ! " ! #
ハピネット

　ルーヴル美術館で殺された館長の周り
に残された不可解な暗号。容疑者として
現場に連れてこられたラングドンは、館
長の孫娘で暗号解読者のソフィーに助け
だされる。ファーシュ警部を始めとする
フランス司法警察に追跡されながら、暗
号の謎を解き始めるふたり。そこには歴
史を覆す驚愕の真実が……！ダ・ヴィン
チはその微笑に何を仕組んだのか。今世
紀最大の謎が、遂に完結する。（１４９分）

! ! !"# ! ! !"#$ %& ! ! !"!#
ソニー・ピクチャーズ　エンタテイメント
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こ
の
度
の
町
長
・
町
議
会
議
員

選
挙
は
、
と
も
に
無
投
票
で
の

「
当
選
」で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、

町
の
選
挙
予
算
が
縮
減
で
き
、
行

政
改
革
に
貢
献
い
た
だ
い
た
こ
と

に
な
る
。
こ
の
良
否
は
、
今
後
４

年
間
の
町
づ
く
り
の
中
で
評
価
判

断
さ
れ
る
。
無
投
票
当
選
の
重
さ

を
感
じ
な
が
ら
、
更
な
る
行
財
政

改
革
（
以
下
「
行
革
」
と
い
う
。）

を
断
行
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
を

目
指
す
気
持
ち
は
、
新
た
に
当
選

さ
れ
た　

名
の
議
員
も
小
職
も
全

１４

く
同
じ
で
あ
る
と
思
う
。
行
政
の

執
行
に
当
た
っ
て
は
、
議
会
と
は

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
車
の
両
輪
を

目
指
し
、
お
互
い
に
知
恵
を
出
し

合
い
、
頑
張
っ
て
行
き
た
い
も
の

だ
。

　

こ
の
４
年
間
「
貯
金
を
減
ら
さ

ず
、
実
質
的
な
借
金
を
増
や
さ

ず
」
行
政
運
営
が
で
き
た
の
は
、

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
議
会
の

お
陰
で
あ
る
。
厳
し
い
時
に
こ
そ

苦
労
し
て
改
革
を
進
め
て
お
け

ば
、
後
で
楽
が
で
き
る
と
い
う

「
先
憂
後
楽
」
の
言
葉
に
習
い
、

住
民
の
皆
様
と
職
員
の
理
解
を
求

め
、
共
益
の
視
点
か
ら
行
革
に
先

鞭
を
つ
け
る
こ
と
に
心
が
け
て
き

た
。
東
神
楽
町
と
の
消
防
支
署
統

合
に
よ
る
大
雪
消
防
組
合
東
消
防

署
の
設
立
や
、
美
瑛
町
・
東
神
楽

町
と
の
大
雪
地
区
広
域
連
合
の
設

立
も
先
憂
に
当
た
る
も
の
の
一
つ

で
あ
る
。
こ
の
行
革
は
国
の
想
定

外
の
も
の
と
な
り
、
平
成　

年
度

１８

の
普
通
地
方
交
付
税
の
算
定
で
は

逆
に
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な
り
、
約

８
０，
０
０
０
千
円
が
交
付
不
足

と
な
っ
た
。

　

こ
の
先
憂
行
革
が
何
故
？
だ
。

合
併
だ
け
が
行
革
で
は
な
い
、

「
普
通
地
方
交
付
税
の
算
定
は
欠

陥
商
品
に
等
し
い
。」と
国
に
対
し

て
声
を
大
に
し
て
主
張
し
た
。
北

海
道
庁
、
上
川
支
庁
、
そ
し
て
道

町
村
会
な
ど
多
く
の
方
々
の
理
解

と
支
援
も
あ
っ
て
、
今
後
２
年
間

で
、
特
別
地
方
交
付
税
で
概
ね
補

填
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
た
。
合

併
市
町
村
以
外
に
お
い
て
は
特
別

地
方
交
付
税
が
大
幅
減
額
と
な
る

中
、
本
町
で
は
事
由
は
と
も
か
く

２
％
ア
ッ
プ
の
算
定
と
な
っ
た
。

今
こ
そ
、
国
と
地
方
の
連
携
が
必

要
な
時
で
あ
る
。
国
に
も
小
さ
な

地
方
の
主
張
を
認
め
る
勇
気
が

あ
っ
た
こ
と
は
、
ち
ょ
っ
と
早
い

が
後
楽
で
あ
る
。

　

今
、
行
政
は
経
済
活
性
化
、
環

境
保
全
、
高
齢
化
（
少
子
化
）、
国

際
化
（
情
報
化
）
な
ど
大
き
な
課

題
に
直
面
し
て
い
る
。
国
や
道
と

の
連
携
が
益
々
強
化
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
４
年
間
の
経
験
を

踏
ま
え
て
「
動
」
と
「
静
」
に
配

意
し
、
様
々
な
連
携
が
取
れ
、
住

民
福
祉
の
向
上
の
仕
事
が
し
っ
か

り
と
で
き
る
新
た
な
組
織
づ
く
り

か
ら
始
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
２
月　

日
〜
３
月　

日
）（
敬
称
略
）

１６

１５

�S

�€


\

生
ま
れ
た
子　
　

父　
　
　
　

母　
　
　

行
政
区

窪
田　
 
辰
三 　

賢　

一　
　

友
美 

北
町
３
丁
目

た
つ
み

�S
�X
�•
�ˆ

　

亡
き
人　
　

歳　
　

届
出
人　
　
　

行
政
区

山
　

正
男　
　

歳　

安
達　

繁
則 
　
　
　
　

区

５１

２１

岡
　
　

勇　
　

歳　

岡

ツ
ヤ
子 
　
　
　
　

区

７９

３４

尾
形　
　

仁　
　

歳　

尾
形　

節
子 

西
町
２
丁
目

８１

水
野　

梅
松　
　

歳　

水
野
ア
キ
ヱ 

西　
　
　

区

８８

西
多　

ヒ
デ　
　

歳　

西
多　

孝
道 
　

区
西
町

８６

１７

渡
辺　

義
三　
　

歳　

渡
辺　

慶
子 
　
　
　
　

区

７６

１１

中
村
ヨ
シ
子　
　

歳　

堀
町　

政
明 
　

区
西
町

７４

１７

堀
一　

利
通　
　

歳　

堀
一　

榮
子 
　
　
　
　

区

８０

２７

広報の配布に
ご協力いただきありがとうございます。
　広報の配布には各行政区役員などの皆様の特段のご協
力をいただき、厚くお礼申し上げます。
　お手数をおかけしますが、今後も引き続き速やかな配
付をお願いします。
　なお、配付に当たっては次の事項に留意ください。
! 　新しく転入された世帯や町内会に加入されていない
世帯にも、併せて配付をお願いします。
! 　毎月の広報の必要部数に増減があった場合はお手数
ですが企画総務課広報広聴係までご連絡ください。
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